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面積…26.44k㎡

人口…115,127人（前月比-57）

　男…  54,971人

　女…  60,156人

世帯…  49,059　　

　（平成26年12月31日現在）

羽曳野市
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昨年（2/14）、雪が積もったので、白
く染まった古市古墳群に出向き撮影。
鳥居が見えるのが応神天皇陵古墳。
水鳥が浮かぶ日本武尊白鳥陵古墳。
そして、市役所西側の墓山古墳。

　私たちのまちを舞台に撮影された映画『あしたになれば。』いよ

いよ今月14 日（土）より、あべのアポロシネマにて先行公開され

ます。全国ロードショーにさきがけ、いち早く地元の皆様にご覧い

ただければと思っています。

　あの橋、あの家並み、あの石垣が、映像となって見る者をいざ

ない、まるで映画の中に居るような感覚を覚えます。緑とガラスの

パッチワークとなったブドウ畑のビニルの棚は、夏の陽を浴びた

レフ板のように、そこに居る人たちを色鮮やかに照らし出していま

す。

　普段目にする何気ないまちの風景が、スクリーンいっぱいに映し

出されます。そんな羽曳野の、南河内の魅力を、ぜひ“体感”して

ください。そして、それぞれの“ベストシーン”を探してみてくださ

い。それは、皆さんのすぐ側の“当たり前にある羽曳野”なのです。

羽曳野市長　北川 嗣雄

～ 自然豊かな羽曳野が舞台！ まもなく上映 ～

『あしたになれば。』製作委員会 ブドウ畑を背景に同公園内での撮影シーン
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★ 注意事項
○応募作品の著作権およびその他の関係する権利は、当市に無償で移転、 

　帰属し、印刷物やウェブサイトなどに使用することがあります。

○被写体に人物が映っている場合、必ず承諾をいただいてください。

○郵送中の破損・変質・紛失などは責任を負いかねます。

○ご提供いただいた個人情報は本コンテスト運営上でのみ使用します。

○選考は出来栄えのみでなく、作品への想いなどを重視して選考します。

○選考作品は終戦70年羽曳野市特別平和展での展示を予定しています。

○募集作品テーマ

　平和（※平和に感じる１コマ）

○募集期間

　２月２日（月）～３月31日（火）（必着）

○募集対象

　市内在住、在勤、在学の方

○応募作品数

　おひとり２作品まで

○表彰（各部門において選考します）

　大　賞：賞状、副賞（5,000円相当）

　特別賞：賞状、副賞（4,000円相当）

　入　選：賞状、副賞（1,000円相当）

内容

○応募方法

・応募用紙（別用紙可）に必要

事項を記入の上、作品の裏側

にテープで止め郵送または持

参してください。

○作品の規定

・未発表の作品に限ります

・平面作品に限ります

・用紙サイズは四つ切画用紙　

（392×542mm）

絵画部門

▲例：守ろう！地球など

○応募方法

・写真および写真データを同封し、

  郵送または持参してください。

・応募用紙（別用紙可）に必要事項を

  記入の上、作品の裏側にテープで

  止め郵送または持参してください。

○作品の規定

・未発表の作品に限ります

・カラーまたはモノクロプリント

・印刷サイズはA4判（210 × 297mm）

・データはJPEG形式でCD-Rなどの記憶媒体で提出

・応募作品は返却いたしません

写真部門

▲例：早春・芽吹き・命など

▲例：笑顔・子どもなど

①住所　

②氏名　　　　　　　　　　　　　③年齢　　　　　　歳

④電話番号　　　　　　　　　　　⑤匿名（希望する・希望しない）

⑥撮影時期（写真のみ）　　　　　年　　月　　

⑦作品に対する想い
★ 応募先・問合せ
　　〒583-8585　羽曳野市誉田４-１-１　

　　　　　　　　　人権推進課　☎958-1111内線1054
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シンポジウム（第２部）
コーディネーター：久家 英述（四天王寺大学副学長・教授）
シンポジスト　佐藤 信之さん（丹比小学校校長）

中本 和彦さん（四天王寺大学准教授）
比嘉 昇さん

・

ヴァイオリン  松田尚子＊、馬場和子
ヴィオラ  坂口雅秀＊　チェロ  荒木雅美＊（＊大阪交響楽団所属）　
　ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロは、同じ弦楽器。でも大きさが違うと、
それぞれの音色は違います。畑田塾ならではのオリジナル体験で、それらの
楽器を間近で見て、聴いて、そして実際に弾いてみませんか？皆さん、特別
な“春”を感じてください！

同時開催：経済フォーラム

「先人に学び、
　　　未来を語ろう」

　畑田家住宅は郡戸の旧家で、田の字型の主屋や長屋門な
ど、明治時代の屋敷構えの趣きを残しています。
時　間　10:30〜 12:00
参　加　往復はがきに ｢一般公開 ｣、住所・氏名・年齢・
　　　　参加人数を明記し、〒583-8585　羽曳野市教
　　　　育委員会�社会教育課歴史文化推進室へ�（無料）

時間　13:30〜 16:30�　定員　先着40人　
参加　往復はがきに ｢畑田塾 ｣、住所・氏名・年齢・参加人数を明記の上、　　　
　　　〒583-8585　羽曳野市教育委員会社会教育課歴史文化推進室まで
　　　※一般公開も希望の方は同じはがきにお書きください。（無料）
問合せ　畑田家住宅活用保存会�畑田耕一�☎ 072-762-7495

・近鉄南大阪線恵我ノ荘駅から南へ徒歩 30 分
・ 近鉄南大阪線河内松原駅から近鉄バス平尾行

きに乗車、郡戸バス停下車徒歩 3 分
・ 近鉄南大阪線河内松原駅あるいは藤井寺駅か

らタクシー 15 分

府道（堺・羽曳野線）

コンビニ

ガソリンスタンド

野

はびきの
コロセアム

野公民館

ＪＡ丹比支店
郡戸バス停

畑田家住宅へのご案内
　　所在地　羽曳野市郡戸 470
　　　　　　☎ 955-4104

同時開催：経済フォーラム

「先人に学び、
　　　未来を語ろう」

第18回畑田塾　弦楽四重奏「春に寄せて」 

弦楽器の響きを楽しもう！　

同時開催：経済フォーラム

「先人に学び、
　　　未来を語ろう」

第18回 畑田塾
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＊あげたこ焼き ＊ポップコーン ＊おにぎり ＊フランクフルト
＊ソースせんべい ＊飲み物 ＊クッキー ＊木工おもちゃキット など

＊絵本の読み聞かせ　＊木工教室・歌
＊ボーイスカウトの方によるロープ結び　ほか

＊出展者による発表など！パネルは2/28㈯～3/8 ㈪まで展示

＊牛乳パックの工作　＊パソコンを使ったグリーティングカード
＊かんたん書道教室　＊新聞紙を使ったエコバッグづくり など

＊手作り品　＊タオル　＊石鹸　＊食器類　＊その他

＊和太鼓チーム「魂」（埴生地区の子どもたち）
＊沖縄民謡「なんくるないさー」　＊叙情歌　ほか

か

イラストで読む奇想の画家たち

ゴヤ、カラヴァッ
ジョ、ルソーなど、
天才・奇才といわ
れる画家たちの
生涯と、時代を超
えた作品の魅力
が、楽しくわかる
一冊です。

カエルになったお姫さま

しもばしらは、凍
った地面に生ま
れては消えてい
く、寒い冬の贈り
物。どんなところ
にできるのか、
いちど探してみ
ませんか。

2月11日㈬   東部図書館       10：30

2月14日㈯   羽曳が丘図書館 15：00

2月15日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 

                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

2月21日㈯   陵南の森図書館 15：00

2月21日㈯   古市図書館       15：00

2月28日㈯   羽曳が丘図書館 15：00

2月28日㈯   丹比図書館 10：30

2月1日㈰、8日㈰、22日㈰ 

　　            陵南の森図書館 14：00

2月1日㈰、8日㈰、15日㈰、22日㈰

　　            中央図書館       13:30

杉全 美帆子／著 河出書房新社

女子力男子

身だしなみに気を
配り、料理ができて、
おしゃれな店にも
詳しい「女子力高
め」の男子がちま
たに増えていると
か。その実態に迫
ります。

原田 曜平／著 宝島社
しもばしら

美しいお姫さまは、
うぬぼれが過ぎて、
カエルの王様に呪
いをかけられてしま
います。カエルの顔
にされたお姫さま
の運命は？

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

アニー・Ｍ・Ｇ・シュミット／作
西村 由美／訳 徳間書店

細島 雅代／写真 伊地知 英信／文 岩崎書店

※今月の森のゆうびんきょく・ちびっこ
　サロンはお休みです。
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●確定申告はお早めに
　平成 26 年分の所得税の申告および納税は 3月 16 日㈪まで、
個人事業者の消費税および地方消費税の申告および納税は、3月
31日㈫までです。納税には、ご自分の預貯金口座から自動的に
納税できる安全・確実・便利な「振替納税」をご利用ください。

　富田林税務署の確定申告会場は、「すばるホール」( 富田
林市 ) のみとなっております。申告会場では、ご自分で申告
書などを作成していただきます。ご不明な点は、職員が助言
をさせていただきますので、関係書類や前年分の申告書の控
えなどをお持ちください。なお、申告書の作成は、パソコン
で行っております。
　前年に税務署の申告会場でパソコンにより申告をされた方や
自宅などで国税庁ウェブサイト「確定申告書作成コーナー」を
利用して書面で提出された方には、申告書の送付に代えてお知
らせはがきを送付いたします。
　申告期限間際は、たいへん混雑することが予想されますの
で、申告はお早めにお済ませください。また、混雑状況により、
早めに受付を終了させていただく場合がありますので、なるべ
く16:00ごろまでにお越しください。作成した申告書は、郵
便または信書便により提出することもできます。
【確定申告書の控えが必要な方】複写により作成した申告書控
え（複写式でないものについては、ボールペンで記載）のほ
か返信用封筒（あて名をご記入の上、所要額の切手を貼付）
を同封してください。

住所：〒 584-8501 富田林市若松町西 2-1697-1
　税務署の閉庁日は、税務署庁舎に設けている時間外収受箱
に投函することで提出できます。申告書の記載内容などにつ
いての審査は提出後に行うこととしております。記載誤りな
どがあり訂正していただく場合は、後日、税務署より連絡さ
せていただきます。

○�復興特別所得税の創設
　東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必
要な財源の確保に関する特別措置法が交付され、「復興特別

所得税」が創設されました。これにより、平成25年分から

平成49年までの各年分の確定申告については、所得税と併

せて復興特別所得税の申告及び納付をすることになります。

○�記帳義務・記録保存義務の拡大
　法律の改正に伴い、事業所得、不動産所得または山林所得
を生ずべき業務を行う全ての方（所得税および復興特別所得

税の申告の必要がない方も対象となります。）は、平成26年

１月から記帳と帳簿書類の保存が必要です。

● e-Taxについて　
　所得税・消費税の確定申告書の提出や納税が自宅のパソコ

ンからできます。「e-Tax」は、申告などの手続のために税務

署へ足を運んでいただく手間が省けるほか、確定申告の時期

には、土・日・祝日も含めて24時間利用可能となります。また、

画面の案内に従って入力すれば、所得金額や税額が自動的に

計算されます。

●年金所得者の申告手続の簡素化について
　平成23年分の確定申告から、公的年金などの収入金額が

400万円以下であり、かつ、公的年金などに係る雑所得以外

の所得金額が20万円以下である場合には、所得税について

確定申告書の提出は不要となりました。

※�この場合であっても、医療費控除などによる所得税の還付を

受けるための申告書を提出することができます。

※�所得税の確定申告書が不要となった場合でも、各種所得控

除を受けるために、住民税の申告が必要となる場合があり

ます。
※ 申告時期は、「にせ税理士」に十分ご注意ください。

所得税の申告所得税の申告

市・府民税の申告市・府民税の申告ほかほか

開設期間    2 月 4 日㈬～３月 16 日㈪

開設時間    9:00 ～ 17:00
（土・日・祝日を除く。ただし、2月22日㈰および３月1日㈰は開設）

※確定申告期限間際はたいへん混雑することが予想されます。
　申告は早めにお済ませください。
※混雑状況により、早めに受付を終了させていただく場合がありますので、なる
　べく16:00ごろまでにお越しください。
※すばるホールでは、納付手続、納税証明書の発行および相続税の相談は行って
　いません。

確定申告会場は「すばるホール」

所在地　富田林市桜ヶ丘町2番8号

交　通　近鉄長野線川西駅から徒歩8分
　　　　�南海小金台2丁目バス停から
　　　　�徒歩8分
　　　　�近鉄富田林駅からレインボー
　　　　�バス「すばるホール」で下車

問合せ　富田林税務署　
　　　　TEL0721-24-3281（代表）
※�上記番号は自動音声によるご案内です。
アナウンスに従い操作してください。
なお、「すばるホール」会場では、電話
による問い合わせはお受けできません。

○各税目の申告期限、納期限など
　平成26年分の申告期限、納期限などは、下表のとおりです。ご自分の預貯金
口座から自動的に納税できる安全・確実・便利な「振替納税」をご利用ください。

税目など 申告期限 納期限 口座振替日

所得税および
復興特別所得税 3月16日㈪

3期分 3月16日㈪ 4月20日㈪

延納分 6月1日㈪ 6月1日㈪

個人事業者の消費税
および地方消費税 3月31日㈫ 3月31日㈫ 4月23日㈭

贈与税 3月16日㈪ 3月16日㈪
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所得税の申告所得税の申告

市・府民税の申告市・府民税の申告ほかほか
■ 市・府民税の申告について
　平成 27年度の市・府民税の申告受

付を行います。

　郵送による提出も受け付けます。

（市・府民税の申告書が届いた方は、

同封のしおりを封筒としてご利用いた

だけます。）

受付日時：2月 16 日㈪〜 3 月 16 日
㈪（土・日を除く）9:30 〜 12:00、

13:00 〜 16:30

受付会場：市役所本庁 1階ロビー
　市・府民税に関連した各種証明書の

発行や、国民健康保険証・後期高齢者

医療被保険者証などの交付、介護保険

料・保育園の保育料の算定などに申告

が必要です。

■ 申告しなければならない人
　平成 27年 1月 1日現在、本市在住

で次に該当する人（ただし、税務署に

所得税の確定申告をする人や勤務先か

ら給与支払報告書が提出されている人

は必要ありません。）

◯�営業、農業などの事業を営んでいる人

◯�大工、左官などの日雇いで所得のあっ

た人

◯�生命保険、集金などの外交員で報酬の

あった人

◯家賃、地代などの所得があった人

◯�給与所得者で①勤務先から給与支払報

告書が提出されない人②給与以外の所

得があった人③ 2カ所以上からの給与

の支払いを受けていた人

◯�公的年金受給者で　①年金以外の所得

があった人②各種所得控除を受けよう

とする人

また、申告書が届いた方で、平成 26

年中に無職、無収入の人も申告にご協

力ください。

■お願い
　市役所では、所得税確定申告の受付・

相談は行っておりません。申告書の作

成を相談したい方は、必ず税務署の確

定申告会場（すばるホール会場）をご

利用ください。ただし、ご自分で作成

された確定申告書は、市・府民税の申

告期間中、市役所本庁１階ロビーの受

付会場でお預かりし、富田林税務署へ

お届けします。

問合せ　税務課�市民税担当
������������☎ 958-1111

�������������内線 1520・1530・1580

■ 市・府民税のお知らせ
【従業員の個人住民税は特別徴収で 
  納めましょう！】
　事業主の方は、原則として従業員の

個人住民税を給与から引き落とし、納

入していただくこと（特別徴収）が法

律により義務づけられています。南河

内地域の市町村と大阪府は、適正かつ

公平な課税・徴収に向け、連携して特

別徴収制度を推進しています。

問合せ　税務課�市民税担当
������������☎ 958-1111

������������内線 1520・1530・1580

■ 住宅ローン控除の延長・拡充
　消費税率の引き上げに伴い、住宅ロ

ーン減税の拡充を図ります。所得税か

ら控除しきれなかった額を下表の限度

額の範囲内で個人住民税から控除しま

す。

※�対象の方は所得税の確定申告をお願

いします。

居住年 控除限度額

平成 26 年１月～３月

所得税の課税総所得金

額等の５％

（最高 9.75 万円）

平成 26 年 4 月

～平成 29 年 12 月

所得税の課税総所得金

額等の７％

（最高 13.65 万円）

振り込め詐欺など不審電話にご注意

　「市税催告コールセンター」から、

還付金の案内や納付のために ATM

（現金自動預け払い機）の操作を求め

ることは一切ありません。

※不審な電話にご注意ください！

■償却資産の申告はお済みですか
　償却資産（法人や個人が、事業や営
業のために所有する機械、装置、車両、

運搬具、工具、器具、備品など）は、固

定資産税の課税対象です。所有者は、資

産の多少、移動の有無にかかわらず、毎

年１月１日の資産状況を申告しなければ

なりません。平成27年 1月 1日現在、

市内に償却資産を所有している法人お

よび個人で、まだ申告書を提出してい

ない場合は早急に申告書を提出してく

だい。

　申告書提出期限　2 月 2 日㈪

　申告書が届かない場合や、初めて申

告される場合、やむを得ない事情によ

り申告が遅延する場合は、必ずご連絡

ください。また、資産がない、休・廃

業をされている場合でも、その旨の申

告が必要です。

※ �eLTAX（電子申告）の利用も可能です。

詳しくは、eLTAXウェブサイトをご

覧ください。

問合せ　税務課固定資産税担当
������������☎ 958-1111

������������内線 1550・1551

■市税催告コールセンター開設
　業務時間　
　①月曜日〜金曜日

　②第3日曜日③第2・3木曜日

　①②9:00〜 17:30③ 9:00〜 20:00

※�土曜、上記第3以外の日曜・祝日は

業務を行いません。

問合せ　税務課納税相談担当　　　　
　　　　☎947-3619（直通）

■ ミニバイクなどの廃車や移転の
　手続きはお済みですか？
　軽自動車税は、４月１日現在登録の
所有者に課税されます。譲渡や解体、
盗難などにより実際は所有していない
場合でも、名義変更や廃車の手続きを
しないまま 4月 1日を過ぎてしまう
と、その年度の軽自動車税がかかるこ
とになります。必ず、3月末までに手
続きをお済ませください。また、転出
（転入）などにより定置場所を変更し
た場合には、住所変更の届出が必要で
す。
※�盗難にあわれた場合は、警察署へ盗
難届を提出した後に、市役所税務課
にて廃車申告をしてください。

問合せ　税務課総務担当　
　　　　☎958-1111
　　　　内線1570・1571



8 −はびきの　2015.2.1−



9−はびきの　2015.2.1−



10 －はびきの　2015.2.1－



11−はびきの　2015.2.1−
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権
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講しました。同
どうこう
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ざ
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催
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　高齢者虐待とは？
　家族などの養護者や施設の職員が、65歳以上の高齢者へ次のような
行為をとると虐待と定義しています。
●身体的虐待－たたく、つねる、ベッドにしばりつける、意図的に薬を過
　剰に与えるなど
●介護・世話の放棄－空腹のままにする、おむつを替えない、劣悪な住
　環境に放置するなど
●心理的虐待－子ども扱いする、怒鳴る、無視するなど　　
●性的虐待－裸にして放置する、性行為を強要するなど
●経済的虐待－本人の年金・貯金を勝手に使う、本人へお金を渡さな
　いなど
　虐待をしてしまっている当事者は、自分が虐待をしているという自
覚がないことが多く、「高齢者のために」と思ってやっていることが、虐
待につながっていることもあります。また、介護負担から虐待が発生す
ることもあります。虐待かな？と思ったら地域包括支援センター、社会
福祉協議会、在宅介護支援センターに相談・通報してください。通報し
た方が不利益を被ることは全くありませんし、秘密は必ず守ります。ご
本人が相談・通報することもできます。また、最近姿を見ない、夜になっ
ても電気が点かない、元気がなさそうであるなどの気づきができるよ
う、ご近所のつながりを大切にしましょう。

　『私たちは、入居者様が地域で人と人とのつながりをもっ
て安心して心豊かに暮らせること』を目指しています。入居
者様と一緒に楽しみ、笑顔を絶やさないこと」をフロア理念
として掲げています。

社会福祉法人三松会　たんぴ野
 羽曳野市野66-2　 　952-1332　FAX952-1342

・ヘルパーステーションたんぴ野  ・ケアプランセンターたんぴ野
・地域密着型特養たんぴ野         ・小規模多機能ホームたんぴ野

 グループホームでは、
皆様と一緒に食事作
りをしたり、外出した
り、一緒に歌を唄った
りしています！気軽に
お立ち寄りいただけ
るホームです。遊びに
来てください。お待ち
しております。
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

※�すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。定員になりしだい締め切ります。
平成26年4月～平成27年3月末の間は各種検診・歯の健診とも1人１回となります。　☎956�-�1000（※FAXでの申し込みはできません）

有水 予持

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査
9:30～12:00

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水) 依頼の際はお問い合わせください。

9:30～12:00寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査

室内空気検査（ホルムアルデヒド・VOC） 依頼の際はお問い合わせください。9:15～12:15
13:00～16:00

２ 13:30～14:30

  H I V 即日検査(抗体検査)

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者などが相 談に応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、アルコール依存症など

「匿名可」

肝炎ウイルス検査

風しん抗体検査　 13:30～14:30
（赤痢菌・チフス菌・パラチフスA菌・サル
モネラ属菌・腸管出血性大腸菌O157）

毎月19日は食育の日

メタボ対策入門講座
「生活習慣や食習慣を変えたい！」方はご参加ください。
日時　2 月 26 日㈭　14:00 ～ 15:30（13:30 受付）
講師　羽曳野市医師会 土屋�英人 医師
定員　30 人　　　申込　事前に健康増進課まで
会場　保健センター　４階大会議室

バランスアップ教室（試食あり）
1日の食事量の目安や野菜のとり方を学ぼう
日時　3 月 4 日㈬　10:00 ～ 13:00
対象　40 歳以上の市民（定員 24 人／無料／要予約）
会場　保健センター３階 栄養指導室

〈集団検診〉
　詳しい内容や無料クーポン券の利用方法については、「健康だよ
り」または「ウェブサイト」をご覧ください。

肺がん・大腸がん
集団検診（40 歳以上の市民）

3 月
 5 日㈭　　保健センター
 10 日㈫　 コロセアム

子宮がん集団検診
※ 子宮がん 20 歳以上で受診券または無

料のクーポン券をお持ちの方

2 月
10 日㈫　陵南の森

19 日㈭　ＭＯＭＯプラザ

3 月  ◆ 25 日㈬ 保健センター

※ 今年度の対象は、乳がんは 40
歳以上 ( 昭和 48 年以前生まれ ) 子
宮がんは 20 歳以上 ( 平成 6 年
以前生まれ ) で、偶数年生まれ
の方とクーポン券が届いた方。
受診には受診券 ( ピンク色のは
がき）またはクーポン券が必要。

※ 乳 が ん 検 診 の み 自 己 負 担 金
1,000 円がかかります。生活保
護受給者は無料。生活保護受給
証明書が当日必要。

※ 乳がん集団検診は定員に達しまし
た。指定医療機関で受診ください。

あなたとあなたの家族のために
　　　　　受けましょう、がん検診。

胃・ 肺・ 大 腸・
子宮は無料で受
けれます。

成人歯科健診
昭和 28・33・38・43・48 年生まれの方
　５年に１度のチャンスです！
　今年度の集団健診は終了しました。まだ成人歯科
健診を受けていない方は受診券を持参の上、指定歯
科医院で受診してください。期限は 3 月末日まで。
※ 成人歯科健診受診券がお手元にない方は再発行し

ますので、お問い合わせください。
※ 昭和 18・23 年生まれの方にも、受診券を送付し

ています。2 月 20 日の教室にこられない方は指
定歯科医院で受診してください。期限は 3 月末。

＜対象者：健診時点で 65 歳以上の方＞
・骨密度測定と成人歯科健診　40 人

・骨密度測定のみ　60 人

 （専門職による口腔ケアや筋力アップ講習付）

骨・歯セット教室

2月の健診・教室に空きあり・事前申込

骨密度測定・歯の健診のお知らせ

〈個別検診〉ご注意ください
　平成 26 年度「がん検診無料クーポン券」「乳がん、子宮がん検
診受診券」の使用期限は次のとおりです。急いで受けましょう。
●大腸がん 3 月 10 日㈫　●乳がん・子宮がん　3 月 31 日㈫

定期健康相談・栄養相談
日時　2 月 9 日㈪・16 日㈪　（※要予約）
　　　※上記日程以外でも随時受付

◆ 印は午後から一時保育あり。
　予約時に申込必要。

ウォーキング講座（※事前申込）
実技に『スロージョギング』も取り入れてます！
ぜひご参加ください！
日時　3 月 13 日㈮ 10:00 ～ 12:00（9:30 受付）
場所　峰塚公園（雨天時は保健センター )
対象　ウォーキングに興味があり、運動制限のない方
持物　飲み物・帽子・タオル

日付　2 月 20 日㈮　会場　保健センター
◆ 胃がん集団検診は定員に達しま

した。
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☆ 対象は次の①と②の方です
　① 65 歳  昭和 24 年 4 月 2 日～昭和 25 年 4 月１日生
　　 70 歳  昭和 19 年 4 月 2 日～昭和 20 年 4 月１日生
　　 75 歳  昭和 14 年 4 月 2 日～昭和 15 年 4 月１日生
　　 80 歳  昭和 9 年 4 月 2 日～昭和 10 年 4 月１日生 
　　 85 歳  昭和 4 年 4 月 2 日～昭和 5 年 4 月１日生
　　 90 歳  大正 13 年 4 月 2 日～大正 14 年 4 月 1 日生
　　 95 歳  大正 8 年 4 月 2 日～大正 9 年 4 月 1 日生
　  100 歳  大正 3 年 4 月 2 日～大正 4 年 4 月 1 日生
　  100 歳以上　大正 3 年 4 月 1 日以前生まれ
　　※対象者には個別通知しています
　②  60 歳～ 65 歳未満の方で、心臓・じん臓・呼吸器の

機能・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障がい
があり、その障がいで身体障がい者手帳１級を交付さ
れた方、もしくはそれと同等であると医師の診断がな
された方。　　

　　※昨年 10 月 1 日以前に助成事業や自費で高齢者肺炎
　　　球菌ワクチンを接種された方は定期接種対象外

医療機関名 電話番号

なわクリニック 958-2014

寺田内科 957-6811

亀山医院 957-5330

上嶋クリニック 958-7733

祐青診療所 957-7777

坂本医院 956-0207

ますだ整形外科クリニック 957-6815

山本内科クリニック 958-1567

江口クリニック 950-5580

ひきまクリニック 950-4880

土屋医院 957-1001

藤本病院 958-5566

江藤クリニック 956-8881

ぶどうの家診療所 950-0155

かわばた医院 950-3700

松谷整形外科クリニック 950-2377

坂本クリニック 958-7270

大塚医院 956-0130

貴志クリニック 958-9062

しもと医院 955-1661

ヤスダクリニック 931-7777

  

健康診査（会場：保健センター）

２月１３日

２月２７日

３月１３日、２７日

２月24日、25日

３月17日、18日

２月17日、18日

３月10日、11日

２月３日、４日

３月３日、４日

平成２６年１０月１日～16日生まれ

平成２６年１０月17日～31日生まれ

平成２６年１１月生まれ

平成２５年７月生まれ

平成２５年８月生まれ

平成２４年８月生まれ

平成２４年９月生まれ

平成２３年８月生まれ

平成２３年９月生まれ

各種教室　《会場：保健センター・要予約》
マタニティスクール（定員 25 人・４日間で１コース）
日時　3 月コース 5 日㈭、12 日㈭、15 日㈰、19 日㈭
          13:00 ～ 15:30　日曜のみ：9:30 ～ 12:00
離乳食講習会　（定員 15 人・保育あり）　
日時　2 月 16 日㈪・3 月 23 日㈪のいずれか 1 日
　　　13:00 ～ 15:30
対象　4 カ月児健康診査受診後から 10 カ月までの乳児の保護者
　　　( 講習会の対象となるお子様のみ、保育の対象 )

各種相談　
　子育てのことで悩んでいませんか？ちょっとしたことで
もご相談ください。保健師や栄養士などが対応します。
育児相談　（電話・来所　平日 9:00 ～ 17:30)
　お子さんの発育や発達、栄養に関する内容をはじめ育児全般に
ついて、相談をお受けします。
ことばの相談　（予約制 )
　こどもの発音、言葉の遅れなどについて相談をお受けします。

予防接種　《接種には母子健康手帳と予診票が必要》

集団接種　ＢＣＧ　（会場：保健センター）
　 4 ヵ月児健康診査と同日実施（日程は上表）。健康診査を

すでに受け、ＢＣＧを接種していないお子さんは健康増
進課までご連絡ください。
個別接種（各医療機関に直接電話で予約） 
※ 予診票がない場合は、母子健康手帳を持って健康増進課

まで取りに来てください。
※ 対象の年齢・接種間隔および回数・実施医療機関などに

ついては 、「平成 26 年度健康だより」をご覧ください。

水痘の予防接種
★ ３歳～５歳未満の方は接種期限は今年度限りで 3 月 31

日㈫までです。罹患歴、接種歴のない方は３月末までに
接種してください。

高齢者肺炎球菌の予防接種
今年度対象者の方の接種期間は、３月末日まで！
早めに接種してください。

費用　 自己負担金 2，000 円（生活保護を受けている方は「生
活保護受給証明書」があれば自己負担金が免除） 

持物　 住所・年齢の確認できる物（健康保険証など）
申込　下表の医療機関へ直接、お問い合わせください。

医療機関名 電話番号

仲谷クリニック 939-0450

あそか西松庵診療所 959-5501

天仁病院 939-8561

北川内科クリニック 938-6528

たてやまクリニック 955-3005

丹比荘病院 955-4468

おとのクリニック 931-2001

埴生診療所 953-0885

倉岡医院 954-3294

藤野整形外科 955-0188

藤野クリニック 938-5050

加藤医院 953-5901

コープ診療所 938-6226

しまだ耳鼻咽喉科 954-3301

調子医院 952-3150

高村病院 939-0099

原田耳鼻咽喉科 953-7384

山田クリニック 953-0121

ふじもと医院 931-5611

森クリニック 930-2755

保健師、発達相談員嘱託員・パート保育士募集
　　雇用人数　若干名　　　雇用期間　４月～
　　勤務場所　保健センターほか
　　募集期間　２月９日㈪～２月２０日㈮
　　問�合�せ　健康増進課　☎ 956 - 1000
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　平成24年12月31日生まれ

誉田
冬華ちゃん岸田

きしだ ふゆか

　平成24年11月21日生まれ

西浦
   悠人ちゃん辻

つじ はると

　平成26年2月9日生まれ

島泉

   彩芭ちゃん池田
いけだ いろは

この笑顔で家族みんなを癒してくれます。

母親の美里さん撮影

♪大好きな孫たち♪おちゃめな冬華
いつも仲良し姉妹でいてね☆
祖母の久枝さん撮影

♪大好きな孫たち♪生傷絶えない悠人
兄に負けずにがんばれ！！
祖母の久枝さん撮影

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.lg.jp

街かどから

第 57 回 羽曳野市成人式
　1月 12日 (祝 )、「第 57回羽曳野市成人式」がはびき

のコロセアムで行われ、大人への第一歩を踏み出した、

男性 476人・女性 442人のあわせて 918人の新成人が、

大勢の方々から祝福を受けました。新成人を代表し仲谷

花凛さん（写真）が「誓いの言葉」を力強く述べられま

した。

出席できなかった方には、成人式案内はがきと交換で記念品をお渡しし

ます。2 月 27 日㈮までに市役所別館３階社会教育課へお越しください。

新春恒例 消防出初式
　1 月 11日㈰、柏原市の大和川親水公園にて消防出初式

が開催されました。柏原市、藤井寺市、羽曳野市の消防団

や婦人防火クラブ、火災予防協会自衛消防隊部会、関西女

子短期大学附属幼稚園幼年消防クラブなどが参加。今年 1

年、火災などの災害が無いように、また、消防関係者に災

いがおよばないよう願いを込め一斉放水が行われました。

こども会育成連絡協議会 ( ポスターコンクール )  

　12 月 7日㈰、第 44

回写生・ポスターコン

クールの表彰式が行われ

ました。140点の作品の

中からそれぞれ、会長賞

などが選ばれました。

議　長　賞 教　育　長　賞
氏　名 こども会名 氏　名 こども会名

田中　佑将 羽曳山 田中　綾人 羽曳山
細井　春花 ローレルコート 北井　亜門 羽曳山
篠原　友朗 ローレルコート 辻中　佳穂子 羽曳が丘１丁目

乙野　要 白鳥

会　長　賞 市　長　賞
氏　名 こども会名 氏　名 こども会名

佐藤　静哉 南宮 塚本　華 羽曳が丘３丁目
辻本　奈津実 グリーンハイツ 辻本　知紗 羽曳が丘３丁目
松岡　智也 大黒光陽台 吉原　怜 羽曳が丘１丁目
樫田　匠平 野々上 平井　雅人 ローレルコート

ポンプ自動車入魂式
　12 月 7日㈰、羽曳

野市消防団西浦第1分

団に最新式ポンプ自動

車が配備されたため、

入魂式を日吉神社で行

いました。自主防災組

織の核としてご活躍されることを期待いたします。

第 23 回 市長旗杯大会結果《軟式野球》
　9 月 14日〜 11月 19日にかけ、グレープヒルスポーツ
公園などでB級 C級 38チームにより大会が行われました。

B 級優勝：MUI-MUI C 級優勝：Cheese
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp 制　度

主な公共施設

羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言　○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言　○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ

時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野
総合棟(休業日毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻956-7867
☎959-3567　
℻959-3568
☎942-6647　
℻942-6647
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3350
☎953-6361　
℻953-6361
☎952-0033　
℻952-0033
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

２月は「児童手当」の支給月です
　２月12日㈭に、受給資格者の方の指定口座に児童手当を振り込みます。
　振込内容は次のとおりですので、ご確認ください。

問合せ　子育て支援課　☎947-3836（直通）

※出生順位の数え方は、18歳に達した日以降の最初の３月31日までの子どものうち最年
���長の子から「第1子」として数えます。

平成 26 年 10 月～平成 27 年１月分の児童手当
支給月額（所得制限額未満）支給月額（所得制限額以上）

0 歳～ 3 歳未満（誕生日月まで） 15,000 円

児童 1 人あたり月額
5,000 円

3歳～小学校修了前（第1子・第2子） 10,000 円

3 歳～小学校修了前（第 3 子以降） 15,000 円

中学生（一律） 10,000 円

 子ども・子育て支援新制度 Ｑ＆Ａ ⑩   【子育て支援課  ☎ 958-1111 内線 1252】

　平成24年８月に可決・成立した「子ども・子育て関連３法」に基づき、「新制度」が
平成27年４月からスタートします。

Ｑ：新制度では、幼稚園や保育園の保育料はどのようになるのですか。
Ａ：新制度では、保育料については、国が定める上限額の範囲内で、市が決定するこ
　　とになっています。この上限額は、おおむね現行の私立幼稚園や保育園の実質的
　　な利用者負担の水準と同程度となっています。なお、幼稚園・保育園ともに、所
　　得に応じて保育料が決定されます。具体的な保育料の金額は、国から今後示され
　　る上限額などに従って、市が決めていくことになります。決定されしだい、皆様
　　にお知らせいたします。

Ｑ：きょうだいで幼稚園や保育園を利用する場合、保育料の軽減はあるのですか。
Ａ：�幼稚園は、年少から小学校３年生までの範囲内に子どもが２人以上いる場合は、
最年長の子どもを第１子、その下の子どもを第２子と数えて、第１子は全額負担と
なりますが、第２子は半額、第３子以降は無料となります。保育園では、小学校就
学前の範囲内に子どもが２人以上いる場合、最年長の子どもを第１子、その下の子
どもを第２子と数えます。第１子は全額負担となりますが、第２子は半額、第３子
以降は無料となります。

新制度の詳細は、内閣府ウェブサイトをご覧ください。
また、本市でも新制度の内容や、今までの広報紙の「子ども・子育て支援新制度Ｑ＆Ａ」を市
ウェブサイトで掲載しています。

ミニバイクなどの異動申告
　軽自動車税は、４月１日現在登録されている所有者（使用者）に課税されます。
　バイクや軽自動車などを廃車や譲渡したり、所有者が転出したりするときは、
表の区分により手続きしてください。（４月２日以降に廃車や譲渡された場合は
平成27年度の軽自動車税がかかりますのでご注意ください。）�また、盗難にあ
った場合は、ただちに警察署へ盗難届を出すとともに、市役所税務課にも届け
出てください。
 ※３月下旬は窓口が混雑いたします。廃車などの手続きは３月中旬までにお済ませください。

問合せ　税務課�総務担当　☎958-1111　内線1570・1571

申告区分 受付場所 必要な書類など

原動機付自転車
（ミニバイク）

市役所税務課（8 番窓口）
販売証明書または申告済証・ナンバープレ
ート・印鑑（名義変更の場合、新・旧）・
免許証の写し

軽二輪
小型二輪など

和泉自動車検査登録事務所
（和泉市上代町官有地）

☎ 050-5540-2060

検査証または届出済証・ナンバープレート・
印鑑・住民票・自賠責保険証明書など

（詳しくは左記事務所にてご確認ください）

軽自動車
軽自動車検査協会 大阪主管事務所和泉支所

（堺市西区山田 2-190-3）
　　　　 ☎ 050-3816-1842 

検査証・ナンバープレート・印鑑・住民票など
（詳しくは左記事務所にてご確認ください）
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はびきの中学生 study- Ｏ
２月・３月の実施日程

【東教室（市役所）】
○２月１日㈰・８日㈰・15 日㈰・28 日㈯
○３月１日㈰・７日㈯・８日㈰

【西教室（あいあいハウスおよび支所）】
○２月１日㈰・８日㈰・15 日㈰・22 日㈰
○３月１日㈰・８日㈰

【講義開催日】
  2 月 1 日㈰　AM：西教室　PM：東教室
  3 月 1 日㈰　AM：東教室　PM：西教室

みんなで一緒に勉強しませんか？
※ 参加者の申し込みは随時受付中。
※ 中学生に勉強を教えていただける

大学生サポートスタッフも募集中！

詳しくは市ウェブサイトまたは担当まで。

政策推進課特命プロジェクトチーム
☎ 958-1111　内線3530

行政書士無料相談会（予約制）
　相続、遺言、成年後見制度、離婚、
および建設業などの営業許可など申
請手続について大阪府行政書士会が
相談に応じます。（1人当たり30分）
日時　２月16日㈪��13:30〜15:30
会場　LICはびきの�中会議室B
受付　㈪〜㈮　14:00〜 16:00
問合せ　横田　☎954-9060

研志会会員による無料法律相談（要予約）
　相続・遺言、許認可、社会保険・労働問題、その他法律上の悩み事。相談は、
行政書士、土地家屋調査士、社会保険労務士、弁護士などが担当します。
日時　２月22日㈰��13:30〜 16:30　会場　市役所�A棟�中東会議室
申込・問合せ　NPO法人研志会　河上　☎951-2290�携帯070-5431-9703

南部大阪都市計画生産緑地地区の変更
 ●当該都市計画図書の縦覧場所　都市開発部都市計画課窓口（市役所本館２階）
問合せ　都市計画課　☎958-1111　内線2573

古市古墳群の緩衝地帯への高度地区・景観地区指定案
　世界文化遺産登録をめざす古市古墳群に調和した建築物を誘導し、長期的観
点からの都市づくりを進め、古墳群と調和し共生する市街地形成の創造のため、
１月に高度地区・景観地区各案の説明会を開催しました。
　詳しくは、都市計画課まで問い合わせください。説明会資料をお渡しします。
また、世界遺産全体で開催した昨年６月の説明会については、世界文化遺産推
進室のウェブサイトで公開しています。
問合せ　都市計画課　☎958-1111　内線2572

国民健康保険・後期高齢者医療『日曜窓口・夜間窓口』
　国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付相談について『日曜窓口・夜
間窓口』を開設します。

場所・問合せ　保険年金課�市役所本庁１階③窓口��☎ 958-1111��内線 1750・1751

日曜窓口
２月 15 日㈰　10:00 ～ 15:00

夜間窓口
２月 26 日㈭　18:00 ～ 20:00

羽曳野市国民健康保険に加入されている 40 歳から74 歳の方へ
　特定健診受診券の有効期限は３月末です！健診受診はお早めに！
　１月中に特定健診をまだ受けていない方へ、健診受診のご案内（はがき）を
お送りしました。また、担当より受診の案内のお電話をしています。
　健診についての疑問やご意見などをお聞かせください。毎年、健診期間が終
了する３月に受診が集中し、医療機関での混雑や予約がとれない場合がござい
ます。
問合せ　保険年金課保健事業担当　☎958-1111　内線1761

選挙管理委員会の新委員が選出
　平成26年 12月１日開催の本市
議会第４回定例会において新委員が
選出されました。また、12月 16日
開催の選挙管理委員会において、委
員長および委員長代理が決定されま
した。任期は、平成30年 12月 15
日までです。

問合せ　選挙管理委員会
　☎958-1111　内線4610・4620

職名 氏名 住所

委員長  内本  俊明 南恵我之荘 6 丁目 14 番 5 号

委員長代理  大西  敏彦 西浦 3 丁目 12 番 8 号

委　員  泉  英子 はびきの 2 丁目 7 番 38 号

委　員  山口  皎司 古市 6 丁目 11 番 2 号

補充員  坂本  和子 はびきの 4 丁目 17 番 38 号

補充員  渋谷 富美子 野々上 1 丁目 9 番 5 号

補充員  八尾  淸隆 古市 4 丁目 10 番 15 号

補充員  松村 美喜子 誉田 3 丁目 3 番 5 号

高齢者に障害者控除対象者認定書を交付
　65歳以上で身体や精神に障がいがあり、要介護認定を受けている方は、市長
が障がい者に準ずると認めた場合に所得税や市・府民税の障害者控除を受けら
れます。所定の基準を満たす方に障害者控除対象者認定書を交付します。
受付・問合せ　高年介護課�認定担当　☎947-3821（直通）

おむつ代は医療費控除の対象です　
　おむつ代の医療費控除は、要介護認定の「主治医意見書」の内容を確認した
市発行の書類でも認められます。（証明書の発行手数料は無料です）。
対象　●�要介護認定を受けており、おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目

以降の方。
　　　●�主治医意見書の記載内容において、寝たきり状態で治療上おむつの使

用が必要であると認められる方。
受付・問合せ　高年介護課�認定担当　☎947-3821（直通）
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2015 年農林業センサス
　現在、「2015 年農林業
センサス」を実施していま
す。この調査は、今後の農
林業の政策に役立てるた
めに５年ごとに実施される極めて大切
な調査です。
　調査員が農林業を営んでいる皆様を
訪問し、農林業の経営状況などの聞き取
り調査などを行います。ご理解・ご協力
をよろしくお願いします。
問合せ　総務課　☎947-3812（直通）

「つっちー」

２月は「生活排水対策推進月間」
　日常生活の炊事、洗濯、入浴などで使った水は、どのように処理していますか？
未処理のまま流すと、生活排水を餌とする微生物が繁殖して水の中の酸素を使
うので、生き物が住みづらい川になってしまいます。
　生活排水をできるだけ汚さずに流すために、すぐに取り組むことができる「食
器や鍋の汚れはふきとってから洗う」「油、食べ残しは流さない」「洗剤は適量
使う」の実践にご協力をお願いします！
　また、下水道を利用できる地域では下水道への接続を、当面下水道の整備が
見込まれない地域では、合併処理浄化槽の設置をお願いします。
問合せ　環境衛生課　☎958-1111　内線2830
　　　　大阪府事業所指導課　☎06-6210-9585
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　市は環境美化促進のため、各種団体や市民の皆様のご協力をいただいて石
川の清掃を行っています。今年度も、大和川・石川流域などでも府内最大の
一斉清掃を同時に行います。ゴミを拾いながらの河川敷散策にご家族、友人
のグループなど、皆様のご参加をお願いします。参加していただける方は、
清掃作業のできる服装や長靴をはき、各会場へお集まりください。

●本部古市会場　９:00 受付開始　９:30 清掃開始　　●古市会場のみ駐車場あり

●小雨決行（清掃活動が危険と判断した場合は中止）

問合せ：☎ 958-1111　環境衛生課（内線 2820）/  下水道建設課（内線 2310）

3月1日㈰第28回第22第2第第2第2第28回8回

こんな時は、ご連絡を！（水道局 ☎ 958-1111）
料金のことは【水道料金お客様センター】
  ◆名義変更・住所変更　　◆水道料金のお支払い  
  ◆使用水量に関すること   ◆検針に関すること

工事のことは【工務課給水担当】　
  ◆給水装置に関するご相談
  ◆受水槽に関するご相談　◆指定工事店に関すること

漏水・水質のことは 【工務課管理担当】
  ◆漏水に関するご連絡　◆水質に関する情報、ご相談

第５回飛鳥川大クリーン作戦
　飛鳥川で河川敷の清掃を実施しま
す。川沿いの道も清掃しますので、
皆様の参加をお願いします。各会場
へご参集ください。
日時　３月１日㈰�８:00〜（雨天中止）
場所　上ノ太子駅前飛鳥川�
　駒ヶ谷月読橋
持物　清掃しやすい服装。
　※ごみ袋・軍手は用意します。
問合せ　飛鳥川じゃこ取りネットワーク
　事務局　吉村　☎ 956-0722

はびきのおもちゃ病院
日時　２月８日㈰　９:00〜 12:00
会場　市役所別館２階
費用　部品交換が必要な場合は実費。
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　☎958-2315

適正な計量販売の推進
　本市では、市内スーパーマーケットなどで販売さ
れている食肉、魚介類、野菜などについて、商品に
表記された内容量が適正であるかどうか商品量目調
査を実施しています。
　昨年11月 10日㈪に羽曳野市消費者団体連絡協議会協力のもと、商品を購入
して商品量目調査を実施し、同年12月 12日㈮には、大阪府計量検定所協力の
もと市内スーパーマーケットの立入検査も実施し、消費者からの信頼につなが
る調査内容となりました。
問合せ　産業振興課　☎958-1111　内線2780

▲�商品量目調査の様子
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教えて！消費生活Ｑ＆Ａ　～エステの解約～

［消費生活相談］  毎週月・水・木・金曜日　10:00～ 16:00（水・木曜日は15:00まで）
　　���������������������まずは電話でお問い合わせください。　産業振興課��☎947-3715（直通）

【Q】５日前、無料エステのチラシ広告を見て店に行き、美顔エステを
受けたら、化粧品も購入すれば１年間無料で美顔エステを受けら
れると言われたので21万円の化粧品を購入した。よく考えたら高
額であり解約したい。

エステ契約は、役務提供期間が１カ月以上で、契約金が５万円を超えた
場合、特定継続的役務に該当するので店頭での契約であってもクーリン
グオフができます。今回のように化粧品の契約をしたとしても、美顔エ
ステの条件として化粧品を購入したのであり、化粧品は政令で定める関
連商品と考えられます。契約日から８日間以内であり、クーリングオフ
通知をクレジット会社と販売店に送付すれば無条件で解約することが
できます。また、クーリングオフ期間を過ぎた場合も特定継続的役務契
約では、規定の違約金を払って中途解約することが可能です。詳しくは
消費生活センターにご相談ください。

【A】

羽曳野市消費生活相談員募集
内容　消費生活相談業務��定員　１人
対象　次のいずれかの資格を有し、
　パソコンの基本操作ができる方　
　●消費生活専門相談員
　●消費生活コンサルタント
　●消費生活アドバイザー
勤務日　㈪〜㈮のうち週１〜２日勤務
申�込・問合せ　２月２日㈪〜20日㈮
（㈯㈰を除く）までに、履歴書（写真
貼付）と資格証（写し）を産業振興
課（本館２階）へ提出してください。
　※郵送可
　※採用については書類選考および
　　面接とします。
問合せ　産業振興課��
　☎947-3714（直通）

犬や猫を飼われている方へ隣近
所・地域に迷惑をかけないで
　フンや尿などの生活環境被害の苦情
が多く市に寄せられています。
【猫の飼い主の方へお願い】
●フン、尿は自宅の決まった場所でさ
　せるようしつけましょう。
●地域猫と間違われないように首輪を
　つけましょう。
●地域猫などを増やさないためにも不妊
　去勢の手術を行ってください。
【飼育されていない鳥類・小動物など��
への餌やりによる被害について】
●�鳥類・小動物などへの餌やりにより、
その周辺にすみつき、フン・尿・ご
みが荒らされるなどの被害が起こっ
ています。

【犬の飼い主の方へお願い】
●しつけをしっかりとしましょう。
●�散歩などをするときは、犬を制御で
きる人が綱やリードを付けましょう。
フンは持ち帰り、飼い主が責任をも
って処理しましょう。また、他人の
迷惑となる場所で尿をさせるのは止
めましょう。

【飼い犬が人を噛んだとき】
●�飼い主は動物管理指導所（藤井寺分
室）に必ず届け出てください。
　☎937-1101
　※◎犬の譲渡、犬猫の引取り
　　◎ペット動物に関する相談
　　◎適正飼養の普及啓発  など

問合せ　環境衛生課
　☎958-1111　内線2842

地震に備え 家具の転倒防止
　6,400人を超える死者を出した阪神・淡路大震災では、死者の約９割が住宅
の倒壊などによる圧迫もしくは転倒した家具から逃れることができないまま火
災に遭遇し亡くなられています。このような被害を軽減するためには、住宅の
耐震化や家具の転倒防止などが極めて有効です。

［家具配置などの工夫］転倒被害を受けにくい家具の配置を工夫してみましょう。
●家具の配置と就寝する位置を、家具の高さ分だけ離れた場所にするか、家具
　の側方部分で就寝するほうが安全です。
●�家具が倒れても出入口が塞がれない場所に置き、万が一倒れても通り抜けら
れる空間を残せる所に置くなど、部屋の状況にあわせて工夫してみることが
大切です。

［具体的な転倒防止対策］配置の工夫だけでは限界があります。
●タンスや本棚などをＬ型金具や支え棒などで固定する。
●食器棚に扉が開かないための扉開放防止器具を取り付ける。
●冷蔵庫を転倒防止用ベルトで固定するなど、転倒防止策を講じることが必要です。
　※これらの器具は、家電・家具メーカーや販売店に問い合わせてみるか、ホームセ
　　ンターなどで販売されているものを活用ましょう。地震が起きたとき、揺れや転
　　倒した家具か自分の身を守るため、日頃から地震に対する備えの意識を持つこと
　　が重要です。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合　☎958-0119

人権・法律相談会
　大阪府人権協会と共催して、弁護士による法律相談や専門の相談員による人
権相談を行います。さまざまな悩みを相談してみませんか。
日時　２月13日㈮　13:00〜 17:00　会場　大阪狭山市役所　応接室
対象　柏原市、藤井寺市、大阪狭山市、羽曳野市のいずれかに居住・通勤・通
　　　学する方。
定員　先着順�各４人　※法律相談は予約制
申込　法律相談は電話申込。大阪狭山市人権広報グループ　☎072-366-0011
問合せ　人権推進課　☎958-1111　内線1054
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嘱託員（手話通訳）募集
　手話通訳業務および障害者福祉に
関する事務に携わっていただく嘱託
員を募集しています。
職種　手話通訳　定員　１人
雇�用期間　４月１日〜平成28年３
月 31日（勤務実績により再度の
雇用あり）
基本報酬　月額221,100〜
対�象　厚生労働大臣認定の手話通訳士
試験に合格した者または大阪府手話
通訳者として登録されている方。応
募方法は、次の書類を持参するか郵
送してください（２月20日�必着）
　①履歴書（写真貼付）
　②資格を証する書類（写し）
　③職務経歴書
選考方法　面接・手話通訳の実技試験
申込・問合せ　〒583-8585��
　誉田４丁目１番１号�福祉支援課�総務担当
　☎947-3824（直通）

市教育委員会　嘱託員募集
　教育委員会が次の職種を募集します。
（図書館司書の資格が必要となります。
詳しくは募集要項をご覧ください。）
職種　学校図書館司書　定員　若干名
募集要項　２月２日㈪から配布。
　学校教育課（別館３階）
　総合案内カウンター（本館１階）
申込　２月４日㈬〜13日㈮
試験日　２月22日㈰
問合せ　学校教育課
　☎947-3907（直通）

「こども夢プラン推進委員会」傍聴者募集
　子ども・子育て支援事業計画や次世代育成支援行動計画などについて、審議
を行う委員会を開催します。本市の計画はウェブサイトでご覧いただけます。
日時　２月18日㈬　14:00〜 16:00（予定）
会場　保健センター�４階�会議室
申込　はがきまたはファクスで、「はびきの夢プラン推進委員会傍聴申込」と記
　　　載の上、郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記。
　　　〒583-8585市役所�子育て支援課、またはFAX�956-0730まで。
定員　２人（申し込み多数の場合は抽選）
締切　２月12日㈭�消印まで
問合せ　子育て支援課　☎958-1111　内線1252

「はびきのこども夢プラン（羽曳野市子ども・子育て支援事業計画、羽曳
野市次世代育成支援行動計画、羽曳野市母子保健計画）」の意見募集　
本市では、平成27年度から５カ年にわたる、子ども・子育て支援事業や次世
代育成支援事業の計画となる「はびきのこども夢プラン」の策定業務を行って
います。この計画の素案に対して、市民の皆様からのご意見を募集します。
素案の公開　子育て支援課（市役所別館１階⑤窓口）、情報公開コーナー（市役
　所１階）、支所、市立図書館または市ウェブサイトでご覧いただけます。
ご意見の提出方法　氏名、住所、性別、年齢、電話番号を明記の上、次のいず
　れかによりご提出ください。様式は問いません。
①子育て支援課へ直接提出（市役所別館１階�５番窓口）
②郵送による提出（〒583-8585羽曳野市誉田４-１-１�市役所子育て支援課宛）
③ファクスによる提出（FAX 956-0730）
④メールによる提出（kosodateshien@city.habikino.lg.jp）
募集期間　２月13日㈮�17:00まで
ご意見の検討結果の公表　お寄せいただいたご意見の概要と検討結果は、市ウ
　ェブサイトなどで公表します。氏名などについては一切公表しません。ご意
　見に対する個別回答はいたしません。
問合せ　子育て支援課　☎958-1111　内線1252

　本市内において、軽トラックの荷台などに地
域特産品（野菜や果物、加工品や工芸品など）
や飲食物を積み込んで、宣伝や販売を行いなが
ら自慢の一品のPRを行いませんか。

●各開催日時、会場、出店台数および出店に関
　する詳細については、事前登録の際にご説明
　させていただきます。
●出店登録書に必要事項をご記入の上、郵送または持参してください。
　なお、登録書はお問い合わせいただくか、市ウェブサイトよりダウンロー
　ドできます。
●詳しくは、お問い合せ先までご連絡ください。

【 問合せ：観光課　☎ 958-1111　内線 2760・2744 】

３年目を迎える平成 27 年度はびきの「軽トラ市」出店者登録の募集案内です。

はびきの「軽トラ市」出店者募集 !!
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男女共生セミナー
「こころとからだのセルフケア～アロマオイルでハンドマッサージ～」受講者募集！
　精油の効果や使い方などを学び、アロマオイルを用いたハンドマッサージで
こころとからだをほぐし、自分らしくいきいきと過ごすためのセルフケアの方
法を学んでみませんか？
日時　２月26日㈭14:00〜 16:00　会場　市役所�別館２階�研修室
講師　生魚�かおり氏（ＡＨＣＰ・HPS認定アロマセラピスト・ウィメンズセンター大阪スタッフ）
費用　1,000円（教材費込）　対象　市内在住、在勤、在学の18歳以上の女性
定員　20人（先着順）　持物　フェイスタオル�１枚
一時保育　無料・先着５人（２歳から就学前までの幼児）※要予約
申込・問合せ　２月13日㈮までにお電話でお申し込みください。
　人権推進課　☎947-3606（直通）

男女共生セミナー
「もっと知ろう！自分のからだ～更年期を快適に過ごす方法～」受講者募集！
　女性のからだの仕組みや、更年期へと移っていく中でのからだの変調・不調
との付き合い方、いきいきと過ごすためのセルフケアの方法を学んでみません
か？椅子に座ってできる“からだほぐし”も体験していただけます。
日時　３月19日㈭14:00〜 16:00　　会場　市役所�別館２階�研修室
講師　国安�澄江氏（女性のための性と身体の認定カウンセラー・ウィメンズセンター大阪スタッフ）
費用　500円　　対象　市内在住・在勤・在学の18歳以上の女性
定員　20人（先着順）
一時保育　無料・先着５人（２歳から就学前までの幼児）※要予約
申込・問合せ　２月５日㈭10:00〜申込受付開始。お電話でお申し込みください。
　人権推進課　☎947-3606（直通）

青少年児童センターだより２月の事業  向野 3-1-33  ☎ 952-0032  ＦＡＸ937-8580�
　※おもしろ教室については、２月２日から（９:00～ 17:00、日 ･祝は除く）受付します。
　　先着順のため定員の15人になりしだい締め切ります。
　　幼児については、保護者同伴でお願いします。必ず上靴を持ってきてね！

日時 事業名 内容

7 日・14 日・
21 日・28 日㈯
15:00 ～ 17:00

子ども
広場

【将棋広場】～初めての人・少しでも興味を持った人は、気軽
に参加してください～
※開催日が変更になる場合があります。

14 日㈯
10:00 ～ 11:30

おもしろ
教室

【おひなさまのポップアップカードを作ろう】
[ 対象 ]幼児と小学生（ただし、小学１年生までは保護者同伴）
[ 定員 ] 15人　[ 持物 ] はさみ・のり

  19 日㈭
10:00 ～ 11:30

子育て
セミナー

【親子体操】～親子で楽しく体を動かそう！～
[ 講師 ]山本尚明氏（体育文化指導協会）
[ 会場 ]青少年児童センター�体育館
[ 持物 ]水筒・タオル・着替え・親子とも体育館シューズ
※定員はありませんが、初めての方は事前に申し込みが必要です。

障がい者スポーツフライングディ
スク大会選手およびボランティ
ア募集
日時　３月28日㈯　
　［選手］�９:00〜 15:30
　［ボランティア�］８:00〜 16:00
会場　はびきのコロセアム　�
費用　参加費500円（保険料含）、　
　昼食代800円（希望制）
対�象　手帳を所持されている障がい
児・者。府内在住・在学・在勤の方。
　初めての方大募集。
申�込　①大阪府障がい者スポーツ振
興協会のウェブサイトから検索。
　②公共施設に設置してあるお申し
　込み書をファクスまたは郵送。
※ボランティアは電話にて申し込み
　ください。
問合せ　社会福祉法人��たけるの里
　大会実行委員会
　☎959-2062　FAX�957-7020

羽曳野市緑の少年団　団員募集
　緑を愛し、守り、育てる心を養う
ことを目的に、さまざまな活動をして
いる子どもたちの団体で全国3,800
団体、約33万人が活動しています。
対象　市内在住の小学４年生〜中学
　３年生までの男女（平成27年４
　月からの学年です。）
内�容　自然観察会、緑の募金活動、キ
ャンプ、駅前花いっぱい活動など
申込・問合せ　２月27日㈮までに
　道路公園課�みどり推進室まで　
　☎958-1111　内線2420

放送大学４月入学生募集
　テレビなどの放送やインターネットを利用して授業を行う通信制の大学です。
働きながら学んで大学を卒業したい。学びを楽しみたいなど、さまざまな目的
で幅広い世代の方が学んでいます。
　※資料を無料で送付いたしますのでお問い合わせください。
出願期間　［第１回］２月28日㈯まで　［第２回］３月１日㈰〜20日㈮
問合せ　放送大学大阪学習センター　☎06-6773-6328
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講　座

大阪府の特別集中労働相談会＆セミナー開催
【相談会】職員による相談は電話・面談とも予約不要。弁護士、社労士への相談
　また、メンタルヘルス相談もあり（面談のみ要予約）
　日時　２月26日㈭・27日㈮　９:00〜 20:00
　　　　２月28日㈯・３月1日㈰　13:00〜 17:00
　会場　大阪府総合労働事務所　☎06-6946-2600
　　　　大阪府総合労働事務所南大阪センター　☎072-273-6100

【労働関係セミナー（中小企業労働環境向上講座）】要申込・先着順
　会場　大阪府総合労働事務所12階A会議室
　対象　府内の中小企業を中心とする労働者、使用者など　
���定員　各40人程度
　　①有期契約・パート労働等をめぐる労働問題
　　　日時　２月26日㈭　18:30〜 20:00　講師　弁護士　　
　　②「若者の使い捨てが疑われる企業」に対する国の取り組みについて　
　　　日時　２月27日㈮　18:30〜 20:00　講師　大阪労働局職員
問合せ　大阪府総合労働事務所　相談グループ　☎06-6946-2608

中小企業労働環境向上講座
　企業の労務管理担当者、労働者の方を対象とし労働法の基礎的な知識などを
周知・啓発する講座を開催します！
日時　２月20日㈮　14:00〜 16:30　　会場　藤井寺市役所�３階�会議室
講師　福岡�寛樹氏（弁護士）　
　　　(1) 使用者の「安全配慮義務」ってなに？ (2) 職場で起こりやすいトラブル対応法

　　　(3) 就業規則、労使協定の重要性について

定員　50人（先着順）　費用　無料
主催　藤井寺市、松原市、羽曳野市、大阪府総合労働事務所
共催　大阪府社会保険労務士会大阪南支部
協力　藤井寺市商工会、松原商工会議所、羽曳野市商工会、南河内地域労働ネットワーク
申込・問合せ　電話もしくはファクスにてお申し込みください。
　大阪府総合労働事務所南大阪センター　☎072-273-6100��FAX072-273-6300

陵南の森公民館公開講座

「せっけん粘土でつくるテディベアとフラワー」
��日時　３月３日㈫　13:30〜 15:30
��講師　辻村�裕子先生　
��対象　市内在住、在勤、在学の方
��会場　陵南の森公民館�２階�実習室　
��定員　10人�先着順　持物　なし　費用　500円（当日徴収）
��受付・問合せ　電話受付のみ（１通話１人まで）２月５日㈭から
　　　�（土 ･日 ･祝除く）９:00〜 17:00��陵南の森公民館���☎ 952-2751

陵南の森公民館グループ公開講座（無料体験会）

　彩
さい

「大人の為のヒップホップ」
��日時　２月14日㈯・28㈯　19:15〜 20:45
��会場　陵南の森公民館�２階　第２・３研修室　定員　15人
��申込　東　携帯090-3895-8702

陵南の森公民館よりお知らせ
みどりの講習会
春の寄せ植えを楽しもう！
　プランター園芸の基礎知識および
作り方・育て方について学び、寄せ
植え実習をします。
［陵南の森総合センター］　　　
　３月19日㈭　定員　50人
［石川プラザ］
　３月20日㈮　定員　40人
［時とみどりの交流館（峰塚公園）］
　３月22日㈰　定員　30人
※各講習13:30〜 15:30（予定）
※重複しての受講はできません。
費用　1,000円（当日徴収）
申�込　２月９日㈪10:00より電話ま
たはファクスにて先着順に受け付
けいたします。
※�定員になりしだい受け付けを終了
いたします。ファクスの方は希望
会場、氏名、住所、電話番号を明
記してください。
問合せ　道路公園課�みどり推進室
　☎958-1111　内線2420
　FAX958-8067

大阪菊花会菊花講習会
　大阪菊花会主催の菊づくり講習会
はどなたでも参加できます。
会場　陵南の森総合センター
時�間　13:00〜（第１回のみ総会終
了後の13:45頃開催予定）
　※講習会は無料です。

問合せ　大阪菊花会・花川
　　　　　携帯090-3275-6360
　　　　道路公園課�みどり推進室
　　　　　☎ 958-1111�内線2420

講習日と内容

第１回 ３月１日㈰ 総会 ･ 大菊親株の管理
･ 培養土作りほか

第２回 ４月５日㈰ 大菊挿し芽 ･ 鉢上げ ･
摘芯 ･ 盆栽ほか

第３回 ５月 24 日㈰
大菊三枝誘引 ･ 大鉢定
植 ･ だるま作り ･ 福助
作りほか（大菊苗販売）

第４回 ６月 21 日㈰
大菊真夏の管理 ･ 柳芽
の処置 ･ 肥料追い込み
･ 蕾の選定ほか

 ５月 24 日㈰   大菊苗販売（講習会終了後）
 ７月 26 日㈰   福助苗販売
 ※両日とも陵南の森 藤棚の下にて販売

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
�【合同会社 IM総合企画　☎072-242-7997】��【株式会社ホープ　☎092-716-1404】��【株式会社宣成社　☎06-6222-6888】
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　パソコンが初めての方、大歓迎です。
　windows8.1 の使い方。受講者１
人に１人の講師が専属で講習します。
　いつからでも受講できます。電話で
お問い合わせください。

コース 内　容

①
ワードの
基礎から
応用

文字入力、文書、はがき、 表（住
所録・名簿）の作成など。リ
クエスト対応。スキルアップ
も可能です。

②
エクセル
の基礎か
ら応用

表、データ、グラフ、家計簿、 住所録、
表計算、関数計算など 。リクエス
ト対応。スキルアップも可能です。

③ インター
ネット

インターネットの見方、メー
ルの送受信について。

④ デジカメ デジタル写真取込み、加工。
写真を入れた文書、はがきの作成。

⑤

パワー
ポイント

（2013）
入門

写真や文章に音楽やナレーシ
ョンを入れスライドショーに。

費用　①②受講料（テキスト代込）
　　　　10,000円（２時間×５回）
　　　③④⑤受講料（テキスト代込）
　　　　2,000円（２時間×１回）
時間　９:30〜 11:30
　12:30〜 14:30、15:00〜 17:00
　（時間相談可）
　�※土・日曜日、祝日は休み。
問合せ　
���陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥UNIC会　☎931-1900

マンツーマンパソコンセミナー

会場　市民会館�４階研修室　対象　20歳以上の市内在勤・在住で初心者の方。
定員　14人（応募多数の場合は、抽選）　費用　３回1,300円（テキスト代含む）
使用ソフト　Windows7、Word2010、Excel2010
�申�込　往復はがきに、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号（無記入無効）、
　　生年月日、返信面の表面に郵便番号、住所、氏名を明記し、2月10日㈫
　　必着でご応募ください。
　　　〒 583-8585 誉田 4-1-1  羽曳野市社会福祉協議会気付  羽曳野 IT サポート会宛
問合せ　羽曳野 ITサポート会�本田　☎ 939-3733��携帯 090-5169-9031
　　　  ※個別相談会もございます。

   3 月   5 日㈭ 13:30 ～ 16:30  ワードでメッセージカードや CD、DVD ジャケットを作る
3 月 12 日㈭ 13:30 ～ 16:30  ワードでぽち袋、一筆箋のテンプレートを作る
3 月 19 日㈭ 13:30 ～ 16:30  エクセル、ワードで年間予定表、連絡網を作る

「パソコン オリジナルグッズ作成講座」受講者募集 羽曳野 IT サポート会

会場　市民会館�４階第９会議室　定員　４人
費用　1,800円（1回600円）を初回に一括でお支払いください。
　　　テキスト込み。�⑤⑥の講座は1,200円。途中欠席されても返金いたしません。
申�込　①〜⑥の講座（複数可）電話で申し込みください。
問合せ　パソコン交流館　国沢　☎ 956-4197　携帯090-3725-2528
　　　※その他の講習も対応できる場合があります。ご相談ください。

「ボランティア パソコン講座」（パソコン交流館）
 ①ワード入門講座  2 月 9 日㈪・16 日㈪・ 23 日㈪     9:30 ～ 11:30
 ②ワード活用講座  2 月 9 日㈪・16 日㈪・ 23 日㈪     14:30 ～ 16:30
 ③エクセル入門講座  2 月 10 日㈫・17 日㈫・ 24 日㈫　9:30 ～ 11:30
 ④エクセル活用講座  2 月 10 日㈫・17 日㈫・ 24 日㈫　14:30 ～ 16:30
 ⑤デジカメ講座  2 月 18 日㈬・25 日㈬　9:30 ～ 11:30
 ⑥名刺・各種ラベル作成講座  2 月 18 日㈬・25 日㈬　14:00 ～ 16:00

パソコンサークルステップ 「はじめてのスマートフォン講座」受講者募集
　スマートフォンの基本操作、アプリの使い方・アプリの取り方など
日時　２月27日㈮��10:00〜 12:00　会場　市民会館４階�研修室
定員　12人　先着順　費用　１講座２時間　1,500円
持物　スマートフォン（レンタル可。ただし台数制限有。お申し込み時にご予
　　　約ください。）各種パソコン講座を開催中です。
申込・問合せ　パソコンサークルステップ　�山田　携帯090‐6608‐5799

クリーンピア 21
 《温水プール  水中運動のメリット》
�●エネルギー消費●新陳代謝アップ
�●全身の筋肉を効率よく使える
�●関節などの負担が少ない
�●ストレッチ効果がある
�●血管や自律神経に刺激を与える
�●腹式呼吸になる　
�●血液の循環がよくなる
【ジュニアスイミングクラス】
��全 14クラス（週１回㈪㈬㈭㈮㈯）
��水なれから４泳法まで
��対象：５歳〜
【キッズダンスクラス】無料体験あり
��毎週木曜日　対象：小学１年生〜�
　※両クラス、無料送迎バス運行中
　（小学生のみ）
問合せ　クリーンピア21
　☎975-2580

白鳥児童館だより２月の事業   翠鳥園 2-9-101 　☎・ＦＡＸ957-4900� 　
　時間　９:00～ 17:30　休館日　日曜・祝日・12月29日�～１月３日
　対象　小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児　申込　電話での受付は、申し込み日の９:00から

7 日㈯ 12:30 ～  16:30
�『第 16回　ふれあいお茶会』
�お茶会に向けて練習してきた子どもたちがお茶をたてます。
�お抹茶とお菓子を用意してお待ちしています。

9 日・
23 日㈪ 10:30 ～ 11:30  絵本のへや（絵本・紙芝居など）

16 日㈪ 10:30 ～ 11:30  〔わくわく子育てひろば〕おひなさま飾りを作ろう
18 日㈬ 15:30 ～ 16:30  将棋であそぼう

21 日㈯

9:30 ～ 11:30

 �〔トライルーム〕おひなさま飾り�
��［対象］1～3年生
��［定員］先着15人�　�［費用］100円（当日持参）
��［申込］2月7日㈯�～ 20日㈮（電話のみ）

14:00 ～ 16:00

 〔チャレンジルーム〕おひなさま飾り
��［対象］4～6年生　��
��［定員］先着15人�����［費用］200円（当日持参）
��［申込］2月14日㈯�～ 20日㈮（電話のみ）
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講　座

ボランティア・市民活動わくわく講座

ＩＴボランティア養成講座　パソコンを通じてボランティア活動しましょう。

　【対象】市内で活動できる方でＥメールを使える程度のパソコン操作ができる方
　【定員】10人 (定員になりしだい募集終了 )���【講師】羽曳野ＩＴサポート会
　【申込・問合せ】羽曳野市社会福祉協議会��☎ 958-2315（直通）、☎ 958-1111��内線1936・1938

日時 内容 会場

   ２月   ６日㈮  13:30 ～ 15:30 ボランティアとは エコプラザはにふ

   ２月 13 日㈮  13:30 ～ 15:30 IT リーダーの役割 エコプラザはにふ

   ２月 19 日㈭  13:30 ～ 15:30 IT リーダー研修 市民会館

【大型ポスター印刷受付中】
○店舗内、入口に使う看板・案内・告
　知のポスター、画像印刷可。
○長さ１ｍ以上の印刷も可能、幅30
　～60cmまで。
○文字案や印刷データが入ったメモリ
　ースティックなどをお持ちください。
　サイズ、書式・枚数などを確認します。
○用紙は普通紙、カラー印刷可能。
　１ｍ（1枚）あたり【白黒】200円　【カ
　ラー】400円（幅に関係なく）※引
　渡しは２～３日後です。

【パソコンマスター教室】
　ワード、エクセル、その他　
日時���毎週㈪㈭㈯�
①�９:30～10:45��② 10:55～11:15
③ 14:00～ 15:15�④ 15:25～ 16:40
⑤ 18:00～ 19:15�⑥ 19:30～ 20:45
（③④⑤⑥木曜のみ）
※モバイル通信使用 /木曜�午後～・土曜

費用　6,170円（５回分）�チケット制
講師���NPO法人きんきうぇぶ　
申込　窓口にて随時受付。

【フラワーアレンジ教室】
日時　2月 25日㈬　10:30～ 12:00
講師　麻野�美子氏　定員��20人
費用���材料費必要　
申込　受付中。定員になりしだい締切り。

【カラオケ教室】
日時　2月 20日�、3月6日・20日㈮
　19:00～21:00�※最終日は発表会で�
　す。2月6日㈮は無料体験可。�
講師　大田�ひろみ氏　費用　2,050円
申込　随時受付

【親子クッキング教室】
日時　3月 1日㈰　10:00～ 13:00　
対象　小学生以下　費用　無料　
申込　2月14日㈯�11:00～

【ヨーガ教室（冬の部）】　
日時　2月 19日、3月5日・12日・
　19日㈭　19:00～ 20:30�
　※2月12日は無料体験可　
講師　武田�純子氏　定員　若干名　
費用　2,310円　申込　受付中。

【笑いヨーガ教室】
日時　2月 4日・18日、3月4日・
　18日㈬　14:00～ 15:30　
講師　池川�成子氏　定員　15人　
費用　510円（1回につき）　
申込　当日30分前受付

【フリーマーケット】
日時　3 月 15 日㈰　10:00 ～ 13:00
定数　12ブース　費用　1,540円　
申込　2月22日㈰　11:00～　
　定数を超えた場合は抽選です。

【歌声コンサート】　
日時　3月 24日㈫　14:00開演　
会場　2階　集会室　
出演　喜多�光三氏、角地�正直氏　
チケット販売　1,020円（販売中）　
　丹治はやプラザ、市民会館、MOMOプ
　ラザ、石川プラザ、はびきのコロセアム
問合せ　丹治はやプラザ

【古代史に親しむ会】
日時　2月 8日㈰　14:00～ 16:00
会場　3階　大会議室　定員　80人　
費用　無料　協賛　四十四の会

【調理室のご案内】
　○お友だちとお菓子作りなどに�○料
理を作って試食会をする�○料理教室を
する※調理器具や食器は揃っていま
す。材料だけでＯＫです。　
利用料金
　［午前］９:00～ 13:00（1,230円）
　［午後］13:00～ 17:00（1,540円）
　［夜間］17:00～ 21:00（1,540円）

教室受講生募集 （一財）羽曳野市施設管理公社  http://www.geocities.jp/hakanrikousha/
【教室募集にあたって】
　○申込み開始時間の時点で定員を超えた場合は抽選となります。○申込みは教室開催館にて、お願いします。○費用は教室を欠席されても返金できません。　�
　○消費税による影響で、費用を変更する事があります。○定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締切りとさせていただきます。

【歌声くらぶ】　講師　喜多　光三氏　費用　510円�（初回のみ�1,230円�歌集込み）
　［市民会館］　2月10日㈫�10:00～ 11:30　［石川プラザ］　2月17日㈫�13:00～ 14:30
　［丹治はやプラザ］　2月24日㈫14:00～ 15:30

【はびきの庵円想】
　羽曳が丘4丁目に閑静な環境を生か
し、木造瓦葺き数奇屋風書院造りとい
う工法で建築した施設です。茶道・華道・
俳句・謡曲日本舞踊・琴演奏などの日
本伝統文化での利用や、茶話会・法事
などでもご利用いただけます。

【利用時間・料金】
利用申込はMOMOプラザで利用の1
カ月前の10:00より行います。

①  9:00 ～ 12:30  1,020 円 ② 13:00 ～ 17:00  1,540 円
③ 17:30 ～ 22:00  1,540 円 ④  9:00 ～ 17:00  2,050 円
⑤ 13:00 ～ 22:00  2,570 円 ⑥  9:00 ～ 22:00  3,080 円

　�ＭＯＭＯプラザ��☎ 957-5553

　�市民会館��☎ 958-2311

　�丹治はやプラザ��☎ 937-2355

　�石川プラザ��☎ 950-2002

定期救命講習（上級救命講習）　
AED（自動体外式除細動器）の使用
方法を含めた応急手当など。
※受講後に修了証を発行いたします。
日時　３月14日㈯　９:30〜 17:30
会場　柏原市立地域福祉センター
定員　30人　先着順
対象　管内に、在住・在勤・在学の方
申込　受講の方は、２月16日㈪
　９:00から電話にて受付を開始。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防課救急係　☎958-9937

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
�【合同会社 IM総合企画　☎072-242-7997】��【株式会社ホープ　☎092-716-1404】��【株式会社宣成社　☎06-6222-6888】
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JOB マッチングフェア in 羽曳野
（合同就職面接会）
　若年者から中高年まで幅広い年齢
層を対象とした合同就職面接会を開
催します。会場ではPCでの職業適
性検査やカウンセラーのアドバイス
も実施。また、社会保険労務士によ
る労働相談コーナーもあります。
日時　２月４日㈬14:00〜 16:00
　（受付は15:30で終了）
会場　LICはびきの�１階アトリウム
求人企業数　15社程度（予定）
問合せ　羽曳野市商工会
　☎958-2331
　※就職支援セミナーも同日開催
　（13:00〜 14:00�予約制）

古代史フォーラム　「応神天皇陵古墳と誉田八幡宮」
日時　３月14日㈯　13:00開演（12:00開場）　会場　LICはびきの�ホールM
　　　講演１「河内源氏とその時代」
　　　　　　　川合�康氏（大阪大学大学院文学研究科教授）
　　　講演２「応神天皇陵古墳と誉田八幡宮」
　　����������������白石�太一郎氏（大阪府立近つ飛鳥博物館長）
費用　資料代1,000円（当日受付にてお支払いください。）
定員　400人（定員になりしだい締め切ります。）
申込・問合せ　氏名、住所、電話番号をご記入の上、はがきまたはメールにて
　　　お申し込みください。折り返し、参加証をお送りいたします。　　　　
　　　〒583-0872��羽曳野市はびきの１-391-25
　　　NPO法人フィールドミュージアムトーク史遊会　事務局��細見
　　　携帯080-5328-1137　メール：k.hosomi/11373@onyx.ocn.ne.jp
主催　NPO法人　フィールドミュージアムトーク史遊会
後援　羽曳野市、羽曳野市教育委員会、大阪府立近つ飛鳥博物館
　　　百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議、歴史街道推進協議会

誉田中学校円形校舎一般公開
　誉田中学校では新校舎建設などの整
備工事が行われています。今年４月よ
り円形校舎の解体工事を行う前に、円
形校舎の一般公開をいたします。
日時　２月28日㈯��10:00〜 15:30
　（受付15:00まで）随時見学可
　※見学できない部屋もあります。
場�所　誉田中学校円形校舎
　�（正門は出入不可。西門へお越しく
ださい。駐車場はありません。徒歩・
自転車などでご来校ください）
申込　不要　
問合せ　教育総務課　
　☎958-1111　内線4130

　当日 13:00 ～ 15:30、（公社）大阪府
建築士会により円形校舎見学会が別途開催
されます（有料。申込必要�※先着30人）。
申込・問合せ　参加希望は「（公社）大阪
府建築士会��☎ 06-6947-1961」まで。

「古市古墳群の宝物と応神天皇陵古墳陪塚などを巡る」
主催 古市古墳群世界文化遺産登録推進連絡会議（藤井寺市・羽曳野市）

　「古市古墳群」の大きさを身近に感じていただ
くとともに、これらを守り、伝えるために、清
掃活動をしながら古墳を巡っていただきます。
誉田八幡宮に収蔵されている国宝（金銅透彫鞍
金具など）の見学後、各古墳では文化財担当職
員による詳しい説明を行います。

日　時　�３月15日㈰��≪雨天中止≫
　　　　�［集合］羽曳野市役所
　　　　�９:00受付（開会式�９:20～）　９:30開始、12:15頃解散

コース　�市役所�⇒�誉田八幡宮�⇒�古室山古墳�⇒�大鳥塚古墳�⇒�誉田丸山古墳　
　　　　�･応神天皇陵古墳�⇒�応神天皇陵古墳外濠外堤�⇒�野中古墳�⇒�墓山古墳・
　　　　�向墓山古墳�⇒�市役所（約4.3km）

費　用　�参加費無料

その他　�ゴミ袋と手袋は用意しますが、金バサミなどは必要に応じて各自でお持
　　　����ちください。ウォークや清掃活動にあった服装と靴でご参加ください。

申　込　�電話、ファクス、メールで、代表者の住所・氏名・電話番号・参加人数
　�����������をお知らせください。３月12日㈭�締切

問合せ　�世界文化遺産推進室　�☎ 958-1111　内線4401　FAX�956-7196　
　　　　　　　　�　���　������������メール：sekaibunka@city.habikino.lg.jp

古市古墳群を訪ね、守る 第６回ウォーク＆クリーン

▲第５回ウォーク＆クリーンの様子

広  

告
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羽曳野少年少女合唱団　第 24 回定期演奏会開催 ～拡がれ歌声の輪～
日時　３月８日㈰　13:00開場　13:30開演　会場　LICはびきの�ホールM
内容���「私達のレパートリー」より・冬の行進・栄光の架橋�ほか
          「僕の歌・私の歌」～みんなが主役～
　　　「アナと雪の女王」から�・雪だるまつくろう�・Let�It�Go〜ありのままで〜ほか
　　　「日本・合唱お国めぐり」・こきりこ・島唄�ほか

主催　羽曳野少年少女合唱団・育成会
後援　羽曳野市・羽曳野市教育委員会・全日本少年少女合唱連盟・羽曳野市合唱連盟
問合せ　合唱団育成会　入谷　☎953-6793

高年者敬老入浴
　65歳以上の市民を対象に毎月１
回、市内の公衆浴場にて行います。
　入浴時に対象年齢であることをお
伝えください。
日時　２月15日㈰、３月15日㈰
利用料金　100円
利用できる施設　　羽曳野温泉
　古市温泉（２月と３月は14日㈯）
　※紅梅湯については、当分の間休
　　業します。
問合せ　福祉支援課　
　☎947-3824（直通）

南河内圏域  脳卒中フォーラム
　脳卒中は、早期発見・早期治療・対応することがとても大切な病気です。
　南河内では、さまざまな職種が連携・協力し合って、脳卒中患者さんの治療やリハ
ビリに取り組んでいます。この機会に、脳卒中についてみんなで楽しく学びましょう！
日時　３月1日㈰�13:00〜 15:30　
会場　河内長野市�ラブリーホール�地下1階�ギャラリー
内容　13:00 ～ 13:45 ［ブース展示］健康相談、健康チェック、脳卒中地域連携
　　　　クリティカルパスについてのパネル展示など
　　　14:00 ～ 15:30［脳卒中の予防、早期発見についての講演会］
　　　　医師、看護師、リハビリスタッフ、地域連携担当など多職種参加のシン
　　　　ポジウム・体操など
定員　100人（事前申込み不要）　費用　無料
問合せ　大阪府富田林保健所　企画調整課　☎0721-23-2681

親子ふれ愛（ふろ愛）
【2月1・8・15・22日㈰】
　保護者同伴の子ども（小学生以下）
の市内銭湯無料入浴デー。
　近所のおじさん、おばさんと同伴
でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合は、前��
　日の土曜日です。

［会場］　市役所�東玄関横ギャラリーはびきの（ギャラリー展示室）
［期間］　１月24日㈯�～３月22日㈰まで【入館無料】
［開館］　９:00～ 17:00（土・日も開館）

《おしゃべりサロン》
　展示を記念して、先生による作品の解説と、実際に「手づくり人形」の制作体験をしてい
ただきます。ご希望の方は、電話または FAX（氏名・住所・連絡先）でお申し込みください。

［日時］　２月20日㈮　【1部】10:00～�【2部】13:00～
［会場］　ギャラリーはびきの　　［費用］　500円　　［持物］　針・糸
［定員］　10人（先着順で、定員になりしだい締切）

【市民協働ふれあい課　☎ 958-1111   内線 1080   FAX958-0397】

ギャラリーはびきの 稲木惠子   手づくり人形展 ～思い出の風景たち～
「手づくり人形展」
 展示作品

「手づくり人形」制作体験
 作品サンプル

▲

▲

広  

告
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スポーツ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

はびきのコロセアム
２月の主な行事予定

市立小・中学校施設でスポーツ活動を行うための登録受付
　市立小学校および中学校の施設を学校教育に支障のない範囲で利用していただけま
す。なお、利用に関しては事前に学校開放利用登録が必要になります。

問合せ　スポーツ振興課　☎958-1111　内線4412

対　　象  代表者が市内に在住する成人であり、市内在住・在勤・在学者が 10 人以上で
 構成された団体

期　　間  平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日
開放施設  運動場・体育館・プール

申　　込  ２月 16 日㈪～３月６日㈮に所定の申出書類などに記入しスポーツ振興課にて
 受付。※郵送可、ＦＡＸ不可

配　　布  スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館
�※学校開放利用登録をしていない団体は、１年間学校施設を利用できません。
�※年度の途中登録は受付できませんので、必ず申し込み期間内にお申し込みください。
�※１団体につき利用できる学校は１校のみですので、あらかじめご了承ください。

　第 57 回市民マラソン大会が、平成 26 年 12 月 14 日㈰石川スポーツ公
園・サイクルロードのコースで開催されました。大会当日は 739 人が参加
し、健脚を競い合い熱戦を繰り広げました。

第 回市民マラソン大会
一般の部入賞者一覧表

小学生女子の部（2,000 ｍ）小学生男子の部（2,000 ｍ）
順�位 名�前 タイム 学�校
優���勝 角島　勇斗 7分47秒 羽曳が丘小学校
第２位 上野　草汰 8分01秒 羽曳が丘小学校
第３位 川村　浩輔 8分03秒 高鷲南小学校
第４位 吉川　怜玖 8分07秒 埴生南小学校
第５位 伊津井���翔大 8分09秒 埴生小学校
第６位 中島　直哉 8分13秒 高鷲小学校　
第７位 大村　一生 8分14秒 高鷲小学校
第８位 西平　惇哉 8分23秒 西浦小学校
第９位 金子　維吹 8分24秒 羽曳が丘小学校
第10位 岡田　将和 8分31秒 古市小学校

順�位 名�前 タイム 学�校
優���勝 渡部　裕輝 16分15秒 高鷲南中学校
第２位 河本　拓樹 16分50秒 峰塚中学校
第３位 阪野　泰世 17分42秒 峰塚中学校
第４位 武田　龍磨 17分42秒 峰塚中学校
第５位 行藤���航太郎 17分51秒 高鷲南中学校
第６位 岡西　将哉 17分52秒 峰塚中学校
第７位 佐藤　陽彩 17分53秒 高鷲南中学校
第８位 川地　京平 18分02秒 峰塚中学校
第９位 瀧野　晃生 18分09秒 誉田中学校
第10位 白石　渓登 18分29秒 河原城中学校

順�位 名�前 タイム 学�校
優���勝 中島　紗弥 10分46秒 峰塚中学校
第２位 上野���日菜子 11分17秒 峰塚中学校
第３位 森　柚葉 12分12秒 峰塚中学校
第４位 黒岡　水夢 12分16秒 高鷲南中学校
第５位 大木　鈴奈 12分20秒 峰塚中学校
第６位 奥野　萌巳 12分48秒 峰塚中学校
第７位 柿本　花林 13分21秒 峰塚中学校
第８位 宮崎　桃華 13分23秒 峰塚中学校
第９位 松本　優里 13分32秒 誉田中学校
第10位 芝田　七海 13分40秒 河原城中学校

順�位 名�前 タイム 学�校
優���勝 栗原　史歩 8分28秒 羽曳が丘小学校
第２位 河本　優希 8分36秒 羽曳が丘小学校
第３位 奥野　華加 8分51秒 羽曳が丘小学校
第４位 川本　鈴奈 9分01秒 古市小学校
第５位 松宮　望海 9分03秒 高鷲南小学校
第６位 赤堀　綾香 9分26秒 西浦小学校
第７位 新熊　咲 9分34秒 埴生小学校
第８位 松本　菜那 9分35秒 古市南小学校
第９位 芋縄　好羽 9分41秒 古市小学校
第10位 津曲　望央 9分44秒 古市小学校

小学生の部入賞者一覧表

中学生女子の部（3,000 ｍ）中学生男子の部（5,000 ｍ）

中学生の部入賞者一覧表

部�門 順�位 名�前 タイム

男子１部
（8,000ｍ )

優　勝 中原　将貴 25分12秒
第２位 小橋　憲人 26分48秒
第３位 吉住　亮 27分41秒

男子２部
（5,000ｍ )

優　勝 香月　武 17分50秒
第２位 松宮　哲平 18分29秒
第３位 西野　勇平 18分59秒

男子３部
（5,000ｍ )

優　勝 渡邊　桂二 18分04秒
第２位 道端　賢治 18分50秒
第３位 角島　成徳 19分06秒

男子４部
（3,000ｍ )

優　勝 松浦　康弘 12分04秒
第２位 楓　晋 12分17秒
第３位 延廣　充康 12分47秒

男子５部
（3,000ｍ )

優　勝 佐田　俊彦 13分48秒
第２位 三好　延明 14分17秒
第３位 宮本　順一 14分34秒

部�門 順�位 名�前 タイム

女子１部
（5,000ｍ )

優　勝 金子　友美 23分23秒
第２位 松野　加奈子 24分10秒
第３位 塩路　みのり 24分51秒

女子２部
（3,000ｍ )

優　勝 山本　深由紀 13分50秒
第２位 髙島　雅美 15分36秒
第３位 金銅　さつき 16分13秒

女子３部
（3,000ｍ )

優　勝 道端　準子 13分03秒
第２位 阪口　三津子 14分20秒
第３位 岡田　知子 15分03秒

女子４部
（2,000ｍ )

優　勝 六津井　博子 ��9分 45秒
第２位 松村　智佳子 10分10秒
第３位 早川　幸子 12分40秒

女子５部
（2,000ｍ )

優　勝 吉良　英子 12分59秒
第２位 大前　寿美 13分53秒
第３位 原口　千鶴子 17分12秒

府立高校のグラウンドを開放
　懐風館高校のグラウンドを学校行事に支障のない範囲で一般開放します。
なお、利用に関しては事前に学校施設使用登録が必要になります。

問合せ　スポーツ振興課　☎958-1111　内線4412

対　　象  原則として市内在住者で編成された社会人チーム
期　　間  平成 27 年５月１日～平成 28 年３月 31 日�
開放施設  グラウンド

種　　目  ［懐風高校］軟式野球・ソフトボール・サッカーなど
※旧西浦高校については開放に向けての協議中です。事業開始が決定しだいお知らせいたします。

申　　込  ２月 16 日㈪～３月６日㈮までにスポーツ振興課まで
配　　布  スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館　　
�※学校施設使用団体登録をしていない団体は、１年間学校施設を利用できません。
�※年度の途中登録は受付できませんので、必ず申し込み期間内にお申し込みください。

日程
会場

（アリーナ）
内容

1 日
㈰

メイン
【新極新会南大阪支部】
第 22 回南大阪交流大会

4 日
㈬

メイン
【卓球連盟】
ウーマンリー大会

7 日
㈯

メイン
【大阪クラブバスケット
  ボール連盟】会長杯

8 日
㈰

メイン
【卓球連盟】
クラブリーグ戦

11 日
㈷

サブ
【卓球連盟】
レイティング大会硬式

15 日
㈰

メイン
市総体バスケットボール大会

（高校・一般）

サブ くるくるマーケット

22 日
㈰

メイン 少年少女柔道大会

サブ
【卓球連盟】
レイティング大会硬式

28 日
㈯

メイン
【南大阪バスケットボール連盟】
卒業記念大会
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

3 日、10 日、
17 日、24 日㈫

3 月 3 日㈫ 13:00 ～ 17:00

市役所  １階  市民相談室 随時予約を受付けています。専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員８人。相談時間は 30 分。
※ 相談回数は１人、１年度１回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁のため、靴下を履いてお越ください。5 日、19 日、

3 月 5 日㈭
陵南の森総合センター

行政相談 12 日㈭ 13:00 ～ 15:00 市役所  １階  市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 20 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館  ３階  会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第１・４水曜日）

2 月 4 日㈬
3 月 4 日㈬

13:30 ～ 16:30

市役所 １階 市民相談室（電話・面接） 夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をとりま
く悩み全般。※開催日の前日までに電話でご予約ください。

（☎ 958-1111　内線 1055）        2 月 25 日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈭㈮
［㈷は除く］

10:00 ～ 16:00
※㈬㈭は 15:00 まで

市役所  ２階  消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 947-3715）

障害者生活相談
毎日

［㈯㈰㈷年末年始
は除く］

９:00 ～ 17:30 支援センターはる
身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご
相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

９:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ 957-2176）

障害者雇用相談 19 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館  １階  相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 947-3837  直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 947-3836  直通）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:00
子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（ふるいち ☎ 958-3308 ・  むかいの ☎ 953-6361） 

総合相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 人権文化センター

人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接お
越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

ひきこもり相談 毎月第３火曜日 14:00 ～ 17:00 市民会館  ３階 第６会議室
大阪府委託事業　ひきこもりなどに悩む本人・保護者の方の相談予
約優先（くるみ八尾　☎ 970-5977）

若者自立の
ための無料相談

毎月第３金曜日 14:00 ～ 17:00 市民会館  ３階 第６会議室
まずお電話でご相談ください。

（南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441)

心配ごと相談

東部地域
5 日・19 日㈭

13:00 ～ 16:00 市役所別館  ２階 ボランティアセンター
予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆるご
相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

12 日・26 日㈭
13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 
（☎ 958-2315）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 LIC はびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 17 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所  ２階 農業委員会事務局
前日までに予約。先着３人。

（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00

地域就労支援センター
（人権文化センター内および

産業振興課内）

（☎ 937-0860) または直接お越しください
（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行っておりません。）   

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45
大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

２月の相談の日程�お気軽にご相談ください（すべて無料です）

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
�【合同会社 IM総合企画　☎072-242-7997】��【株式会社ホープ　☎092-716-1404】��【株式会社宣成社　☎06-6222-6888】
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枯
れ
落
葉　

庭
一
面
で　

秋
画
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
戸　

松
彦

陵
の
濠　

鴨
は
居
つ
き
て　

年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

寺
尾　

浩
一

独
り
寝
も　

な
れ
楽
し
む
で　

年
明
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

浜
田　

喜
世

年
賀
状　

余
白
に
そ
っ
と　

元
気
で
す

                              

東
野　

美
加

迎
春
の　

家
族
団
ら
ん　

福
笑
い

                              
藤
澤 

ツ
ル
エ

行
先
は　

天
国
地
獄　

ち
ょ
ぼ
ち
ょ
ぼ
だ

                              

中
川 
ひ
ろ
す
け

母
一
人　

住
む
家 

常
に　

客
が
い
た　

                              

浦　

か
つ
美

遅
れ
て
も　

威
厳
を
保
つ　

古
時
計

                              

久
世　

高
鷲

焚
火
背
に　

甘
酒
も
ら
ふ　

初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

原　

明
代

【
俳
句
・
川
柳
】

幼
な
子
の　

初
め
て
書
い
た　

だ
い
す
き
は

　

消
し
ゴ
ム
跡
の
あ
る
や
さ
し
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

有
山　

か
お
る

降
る
雪
に　

ふ
る
さ
と
雪
山　

想
い
出
す

　

友
と
た
わ
む
れ　

過
し
た
日
々
が

                               

青
塚　

恵
美
子

　
曇
天
の　

誰
に
も
会
わ
ぬ　

雪
の
日
は

　

配
達
届
く　

音
す
ら
嬉
し

                               

西
村　

真
千
子

わ
だ
か
ま
り 

と
け
て
笑
み
い
て 

鍋
つ
つ
く

　

葱
の
甘
さ
に　

舌
は
と
ろ
け
る

                               

石
田　

美
江

二
十
年　

歩
ん
だ
道
を　

振
り
返
り

　

ま
わ
り
に
感
謝
し　

成
人
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

浅
田　

真
由
美

【
短
歌
】

立山　博一　様
  使い道、累計などについては市ウェブサイ
トをご覧ください。

ふるさと納税
ありがとうございます

第七回 LIC はびきのシネマカフェ
上映作品 「瞼の母」
　「おっかさん ･･･ 忠太郎でござん
す !」瞼を閉じれば幼いあの日の母
の顔。旅にさまよう人情やくざ�中村
錦之介の名演技で放つ股旅慕情不朽
の名作！
原作　長谷川伸　
脚本・監督　加藤泰
キ�ャスト
　中村錦之介、松方弘樹、大川恵子、
　中原ひとみ、木暮実千代ほか
日時　２月７日㈯　14:00〜
会場　LICはびきの�２階�パソコン教室
費用　無料
問合せ　田中�携帯080-4798-6748

ベビーキッズ体験会
　リトミックとわらべ歌ベビーマッ
サージ（オイルなし）
日時　３月12日㈭11:00〜
会場　LICはびきの�３階�小会議室A
対象　首がすわってから〜１歳すぎ
　までの赤ちゃんとママ
定数　10組
費用　1,000円
持物　飲み物、おもちゃなど
問合せ　北野��携帯090-8828-2472

「日商簿記３級」資格取得講座
日時　４月19日・26日、５月10日・
　17日㈰　９:00〜 11:50
会場　LICはびきの�３階�小会議室B
対象　中学生以上
定員　先着12人
費用　１回1,000円（要問合せ）
受付・問合せ　松下　
　携帯 080-3819-4701（19:00 〜
　22:00）詳細は「K-1トレーニン
　グセンター」で検索。

近畿大会出場（峰塚中学校・河原城中学校）
　

　昨年11月に開催された近畿中学校総合体育大会［女子駅伝］に出場した峰
塚中学校陸上部の中島�紗弥さん（３年）、角島�朝香さん（３年）、川口�真世さ
ん（３年）、奥野�萌己さん（２年）、大木�鈴奈さん（１年）、上野�日菜子さん（１年）、
森�柚葉さん（１年）が大会報告のため、北川市長と髙崎教育長を訪問されました。
　また、12月には河原城中学校の武島�圭吾さん（２年）、鬼追�宰さん（１年）が、
近畿中学ソフトテニス選抜インドア大会に出場されました。
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市議会だより

−市議会だより　2015.2.1−34

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
議
会
議
論
と
答
弁
の
重
さ
に
つ
い
て
》

●
質
問　

通
告
で
は
私
が
行
っ
て
き
た
こ
の

一
年
間
の
質
問
・
指
摘
に
つ
い
て
、
答
弁
内

容
の
信
ぴ
ょ
う
性
と
取
り
組
み
と
し
た
。
答

弁
を
顧
み
る
と
、
25
年
12
月
で
の
予
算
に
関

わ
る
答
弁
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

一
度
は
訂
正
の
手
続
が
取
ら
れ
た
が
、
そ
の

手
続
が
取
り
消
さ
れ
た
。
次
の
議
会
で
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
再
度
質
問
を
行
う
と
「
勘
違

い
だ
っ
た
」
と
す
る
発
言
が
あ
っ
た
。
6
月

議
会
で
は
、
1
回
目
と
2
回
目
で
整
合
性
の

な
い
答
弁
が
行
わ
れ
、
ま
た
9
月
議
会
で
は

策
定
を
急
ぐ
よ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
計
画
が

他
の
事
業
に
予
算
を
流
用
す
る
と
答
弁
の
中

で
報
告
さ
れ
た
。
議
会
で
の
発
言
は
議
事
録

と
い
う
形
で
未
来
永
劫
残
さ
れ
、
理
事
者
の

答
弁
も
市
民
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
と
同
じ
意

味
を
持
つ
。
そ
こ
に
議
会
発
言
の
重
み
と
い

う
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
重
み
を
ど
う

認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

議
会
は
広
く
ま
ち
づ
く
り
に
か
か

わ
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
民
代
表
で
あ
る
議

員
と
執
行
機
関
が
議
論
を
通
じ
て
、
市
民
の

声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
場
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

あ
す
の
羽
曳
野
市
と
羽
曳
野
市
民
の
た
め
に

尽
力
し
た
い
。

●
意
見　

議
会
で
行
わ
れ
た
答
弁
か
ら
は
、

お
よ
そ
想
像
が
で
き
な
い
施
策
変
更
が
あ
っ

た
の
も
事
実
。
説
明
責
任
を
果
た
し
、
理
解

を
求
め
る
と
い
う
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
民
主

主
義
の
大
原
則
が
保
た
れ
る
。
執
行
機
関
と

議
決
機
関
の
健
全
な
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が

ら
、
羽
曳
野
市
政
の
発
展
に
、
と
も
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
。

《
学
力
向
上
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

府
教
育
委
員
会
が
「
大
阪
の
学
力

向
上
に
向
け
た
重
点
対
策
」
を
決
定
し
た
。

こ
れ
は
今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
で
、
府
下
の
小
中
学
校
の
平
均
正
答
率
が

と
も
に
全
国
平
均
を
下
回
り
、
昨
年
よ
り
も

下
が
っ
た
た
め
に
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
実
効

性
に
期
待
が
で
き
ず
、
府
教
委
に
対
す
る
提

出
書
類
の
作
成
に
追
わ
れ
、
逆
に
本
来
、
子

供
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
が

削
が
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
府
下
の
教

育
委
員
会
で
も
実
効
性
を
確
信
す
る
教
育
委

員
会
は
な
く
、
府
教
委
内
部
で
も
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
は
で
は
な

い
と
想
像
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
大
き
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
と
す
る
重
点
対
策
市
町
村

に
羽
曳
野
市
の
中
学
校
が
含
ま
れ
た
が
、
府

の
施
策
の
評
価
と
は
。
ま
た
、
市
が
進
め
よ

う
と
す
る
施
策
と
府
の
施
策
と
で
は
ど
ち
ら

を
優
先
し
て
行
っ
て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

市
教
委
と
し
て
は
、
学
校
へ
の
負

担
等
も
考
慮
し
、
今
あ
る
も
の
を
つ
く
り
か

え
て
新
し
い
施
策
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
。
学
力
向
上
は
、
取
り
組
み
の
検
証

が
重
要
だ
と
考
え
る
。
府
が
打
ち
出
し
た
施

策
は
学
力
向
上
で
あ
り
、
本
市
で
は
学
力
向

上
に
つ
い
て
は
従
前
よ
り
重
点
を
置
い
て
取

り
組
み
、
両
者
と
も
重
点
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
意
見　

今
回
の
学
力
向
上
に
む
け
た
重
点

対
策
は
、
学
力
テ
ス
ト
で
結
果
を
出
す
超
短

期
施
策
。
効
果
が
期
待
で
き
な
い
事
業
に
労

力
を
費
や
す
の
で
は
な
く
、
腰
を
据
え
た
取

り
組
み
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
。
公
教
育
の
責

任
は
15
歳
の
学
力
の
保
証
と
健
全
な
心
の
人

材
の
育
成
。
そ
の
責
任
が
果
た
せ
る
よ
う
、

施
策
の
確
立
と
予
算
の
確
保
を
要
望
す
る
。

7

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

新
制
度
が
今
年
4
月
ス
タ
ー
ト
す

る
が
、
保
護
者
や
保
育
関
係
者
に
十
分
そ
の
内

容
が
届
い
て
お
ら
ず
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

①
新
制
度
で
は
施
設
型
保
育
と
地
域
型
保
育

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
方
向
性
は
。
②
保

育
料
の
設
定
は
。
③
保
育
定
員
の
確
保
策
は
。

●
答
弁　

①
公
立
幼
稚
園
で
は
特
に
変
わ
る

こ
と
は
な
く
、
保
育
園
で
は
基
本
的
に
は
従

前
通
り
保
育
を
実
施
。
認
定
こ
ど
も
園
は
就

学
前
の
教
育
、
保
育
の
一
体
化
を
趣
旨
と
し

た
認
定
こ
ど
も
園
も
含
め
、
施
設
整
備
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
。
地
域
型
保
育
は
現
時

点
で
は
予
定
し
て
い
な
い
。
②
保
育
園
で
は

保
育
料
の
階
層
区
分
が
所
得
税
か
ら
市
民
税

所
得
割
課
税
額
へ
変
更
さ
れ
る
が
、
従
前
通

り
の
18
階
層
設
定
で
、
国
基
準
額
の
総
額
の

7
割
と
同
様
の
考
え
で
進
め
る
。
公
立
幼
稚

園
で
は
一
律
か
ら
所
得
に
応
じ
た
保
育
料
と

な
り
、
国
が
定
め
る
保
育
料
の
額
や
公
定
価

格
の
決
定
を
踏
ま
え
て
、
保
護
者
の
大
き
な

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
決
定
し
た
い
。
③
確

保
方
策
は
、
現
時
点
で
保
育
園
の
定
員
の
増

員
を
検
討
。
平
成
27
年
度
で
は
3
号
認
定
の

児
童
に
つ
い
て
公
立
、
民
間
保
育
園
に
て
一

定
の
増
員
を
検
討
し
て
い
る
。

●
要
望　

羽
曳
野
市
で
は
認
定
こ
ど
も
園
や

地
域
型
保
育
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
新
制

度
に
移
っ
て
い
く
中
で
、
受
け
皿
や
保
育
料

が
い
ま
だ
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
保

護
者
の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
も
、

利
用
者
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
早
急
に

利
用
者
の
方
々
に
説
明
を
行
う
よ
う
強
く
要

望
。
さ
ら
に
公
的
保
育
を
堅
持
し
子
ど
も
の

保
育
権
利
保
障
を
基
本
と
し
て
、
格
差
の
な

い
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
べ
き
。　
　
　

《
認
知
症
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
で
も
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
を

重
く
見
て
、
平
成
24
年
9
月
に
認
知
症
施
策

総
合
推
進
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
①
認
知
症

高
齢
者
へ
の
市
の
取
り
組
み
と
体
制
は
。
②

今
後
の
取
り
組
み
の
計
画
や
見
通
し
は
。

●
答
弁　

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
本

来
的
業
務
と
兼
務
の
体
制
で
、
専
門
職
種
6

名
が
対
応
し
て
い
る
。
②
羽
曳
野
市
の
法
定

数
は
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
3
職
種
各
6
名
の
18
名
で
充

足
率
は
33
％
。
人
員
増
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
専
門
的
な

体
制
の
充
実
と
地
域
で
の
緩
や
か
な
見
守
り

体
制
で
す
す
め
た
い
。

●
要
望　

27
年
度
か
ら
は
新
し
い
事
業
が
創

設
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
再
構

築
が
必
要
で
あ
り
、
法
定
数
に
見
合
っ
た
専

門
職
を
増
員
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
強
く
要
望
す
る
。

《
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
つ
い
て
》

●
質
問　

安
倍
政
権
が
国
民
多
数
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
を
強
行
し
た
。
本
市
は
非
核
平
和
宣

言
都
市
で
あ
り
、
市
長
は
毎
年
広
島
・
長
崎

の
平
和
式
典
に
も
出
席
し
、
平
和
の
活
動
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の

閣
議
決
定
へ
の
見
解
を
聞
く
。

●
市
長　

閣
議
決
定
さ
れ
た
案
件
は
国
策
で

あ
り
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
で
な
い
が
、
基
礎

自
治
体
の
役
割
を
認
識
し
な
が
ら
行
動
し
て

い
き
た
い
。　

●
要
望　

平
和
の
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

市
長
を
先
頭
に
、
住
民
の
命
と
く
ら
し
を
脅

か
す
閣
議
決
定
を
撤
回
す
る
世
論
を
大
き
く

広
げ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
空
き
家
等
へ
の
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
会
に
お
い
て
、
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
よ
う
や
く
成

立
し
た
。
当
市
と
し
て
も
、
本
特
措
法
を
受

け
て
早
急
に
対
応
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
も

の
だ
と
期
待
を
持
っ
て
認
識
し
て
い
る
。
空

家
等
対
策
特
別
措
置
法
成
立
を
受
け
て
、
当

市
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。
国
、

大
阪
府
へ
の
具
体
的
な
働
き
か
け
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

空
き
家
等
の
所
有
者
等
を
特
定
す

る
た
め
に
固
定
資
産
税
の
課
税
情
報
な
ど
が

利
用
で
き
る
。
立
入
調
査
等
に
つ
い
て
、
ま

た
助
言
、
指
導
、
勧
告
、
命
令
等
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
対
応
し
や
す
く

な
る
。
国
が
定
め
る
基
本
的
な
指
針
な
ど
は

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
市
と
し
て
情

報
収
集
に
努
め
、遅
滞
な
く
対
応
し
て
い
く
。

全
国
市
長
会
に
お
い
て
、
議
員
立
法
に
よ
る

法
律
の
成
立
に
つ
い
て
多
大
な
る
感
謝
の
声

明
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、
国

の
基
本
的
な
指
針
に
対
す
る
意
見
聴
取
な
ど

の
機
会
を
逃
さ
ず
、
実
務
が
よ
り
進
め
や
す

く
な
る
よ
う
に
国
や
大
阪
府
に
働
き
か
け
て

い
く
。

●
質
問　

せ
っ
か
く
特
措
法
が
で
き
た
の
で

「
何
と
し
て
も
お
困
り
の
方
の
力
に
な
る
ん

だ
」
と
い
う
強
い
意
志
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
空
き
家
等
の
跡
地
と
は
空
き
家

等
に
係
る
敷
地
の
こ
と
で
、
そ
の
活
用
の
促

進
に
関
す
る
事
項
を
空
き
家
等
対
策
計
画
に

て
明
確
に
で
き
る
。
今
後
空
き
家
を
除
去
し

て
で
き
る
跡
地
だ
け
で
な
く
、
以
前
か
ら
放

置
さ
れ
て
い
る
区
画
も
対
象
と
し
て
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

国
や
大
阪
府
か
ら
そ
の
詳
細
は
ま

だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
そ
の
状
態
で

あ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
と
推
察
し
て
い
る
。

空
き
家
等
に
関
す
る
対
策
の
適
切
か
つ
円
滑

な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
必
要
な
税
制
上
の

措
置
に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長
会
が
そ
の
声

明
に
よ
り
、
具
体
化
に
当
た
っ
て
は
都
市
自

治
体
の
意
見
を
聞
き
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
求
め
る
と
し
て
い
る
。
本
市
も
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

既
に
放
置
区
画
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
対
策
の
対
象
に
な
る
と
聞
き
、
安
心
し

た
。
今
回
、
空
き
家
等
対
策
特
別
措
置
法
が

成
立
を
し
た
こ
と
で
、
問
題
解
決
へ
の
ス
タ

ー
ト
地
点
が
定
ま
っ
た
。
当
市
と
し
て
空
き

家
等
対
策
計
画
を
定
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
そ
の
中
で
当
市
独
自
の
対
策
が
よ

り
明
確
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

際
に
、
例
え
ば
協
議
会
に
つ
い
て
も
、
条
文

に
は
、
市
町
村
は
空
き
家
等
対
策
計
画
の
作

成
及
び
変
更
並
び
に
実
施
に
関
す
る
協
議
を

行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
対
策
の
推
進

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
し
、
逆
に
形
だ
け
の
も
の
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

条
文
に
あ
る
か
ら
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
は
な
く
、
そ
の

活
動
内
容
が
実
効
性
を
伴
う
も
の
と
な
る
よ

う
に
慎
重
に
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
税
制
上
の
措
置
の
具
体
化
も
大
変
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
国
や
大
阪
府
に

大
き
く
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
お
困
り
の
事
例
に
対
し
て
、
今
回
推
進

す
る
対
策
の
手
が
届
く
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
埴
生
小
学
校
跡
地
の
利
用
》

●
質
問　

取
り
壊
し
後
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
（
仮
称
）
西
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
計
画

内
容
に
つ
い
て
。

●
答
弁　
（
仮
称
）
西
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

内
容
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
多
目
的
広
場
、
遊

歩
道
、
緑
地
、
駐
車
場
、
健
康
遊
具
の
設
置
。

●
質
問　

施
設
完
成
後
の
周
辺
の
環
境
改
善

に
つ
い
て
。

●
答
弁　

整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
遊
歩
道

や
歩
道
等
は
、
埴
生
小
学
校
の
通
学
路
と
し

て
の
利
用
も
検
討
し
て
い
る
。
登
下
校
時
の

児
童
の
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

利
用
者
の
皆
様
の
意
見
、
要
望
も

取
り
入
れ
、
公
園
機
能
も
充
実
を
さ
せ
、
西

部
地
区
の
皆
様
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
。

《
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
改
修
に

つ
い
て
》

●
答
弁　

改
修
内
容
は
防
球
ネ
ッ
ト
を
改
修

す
る
と
と
も
に
、
本
部
機
能
の
充
実
を
図
る
。

●
質
問　

改
修
後
利
用
種
目
が
変
わ
る
の
か
。

●
答
弁　

現
行
と
同
様
、
多
目
的
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
。

●
質
問　

交
差
点
は
見
通
し
も
悪
く
、
帰
り

は
急
な
坂
道
、
交
通
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

地
元
駒
ヶ
谷
町
会
か
ら
も
再
三
、
交
差
点
に

信
号
機
の
設
置
要
望
が
出
て
い
る
。
交
差
点

に
信
号
機
を
設
置
す
る
考
え
が
な
い
の
か
。

●
答
弁　

交
差
点
の
位
置
は
、
道
路
の
最
下

部
に
あ
る
た
め
視
認
性
の
確
保
が
し
づ
ら
く
交

通
事
故
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
地
元
町
会
か
ら
交
差
点
の
信
号
機
設
置
要

望
を
承
っ
て
い
る
。
羽
曳
野
警
察
に
信
号
機
設

置
の
要
望
を
行
っ
た
。
市
道
を
横
断
す
る
歩
行

者
が
少
な
く
、
信
号
機
設
置
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
な
い
。
改
修
後
の
利
用
者
の
増
加
、
歩
行

者
や
交
通
量
の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
。
本
交
差

点
へ
の
信
号
機
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
信
号
機
の
設
置
要
望
を
行
っ
て

い
く
。

●
要
望　

今
回
改
修
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
施
設
機
能
の
強
化
は
大
変
喜
ば
し

い
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
使
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
交
差
点
に
一
日
も
早
く
信
号

機
の
設
置
を
要
望
す
る
。

《
市
営
斎
場
建
設
に
つ
い
て
行
政
の
今
の
考
え
》

●
答
弁　

市
民
の
皆
様
方
の
要
望
が
高
い
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
市
営
斎
場
も
含
め
て
新
た

な
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

性
や
費
用
対
効
果
な
ど
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討

す
る
。

●
質
問　

広
域
で
考
え
ら
れ
な
い
か
。
市
単
独

で
建
設
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
広
域
で
の
組
合
方

式
で
の
建
設
、
運
営
の
検
討
は
。

●
答
弁　

市
民
ニ
ー
ズ
も
十
分
に
検
証
し
な
が

ら
、
広
域
的
な
取
り
組
み
の
可
能
性
や
民
間
施

設
の
設
置
状
況
や
利
用
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な

が
ら
、そ
の
必
要
性
を
、十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

市
民
の
皆
様
が
住
み
な
れ
、
親
し
ん

だ
地
元
羽
曳
野
市
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
た
と

き
、
心
を
込
め
て
行
政
が
お
見
送
り
を
す
る
。

こ
れ
も
大
切
な
行
政
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。
市
民
が
安
価
で
安
心
し
て
葬
祭
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
市
営

斎
場
計
画
の
要
望
は
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
市
民
負
担
を
考
慮
し
、
今
後
と
も
市
営
斎

場
計
画
を
引
き
続
き
広
域
も
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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日
和
千
賀
子
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
阪
府
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
府

内
の
市
町
村
に
交
付
し
て
い
る
補
助
金
に
つ

い
て
、
３
歳
未
満
か
ら
と
し
て
い
る
対
象
年

齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
拡
充
す
る
方
針
を

固
め
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
の
乳
幼
児
医
療

拡
充
の
た
め
の
助
成
制
度
や
新
子
育
て
交
付

金
に
つ
い
て
。
大
阪
府
助
成
制
度
を
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
。
新
子
育
て
交
付
金

制
度
の
活
用
方
法
は
。

●
答
弁　

大
阪
府
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事

業
で
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
補
助
対
象
年

齢
を
入
・
通
院
と
も
に
就
学
前
ま
で
と
し
、

所
得
制
限
に
つ
い
て
は
所
得
金
額
で
は
約

3
5
7
万
円
と
基
準
が
厳
し
く
な
る
。
新
子

育
て
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
、
乳
幼
児
・
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を
含
め
た
子
育
て
支

援
施
策
に
幅
広
く
活
用
。
大
阪
府
の
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
が
変
更
と
な
る
影
響
に
つ

い
て
、
府
の
補
助
額
は
減
額
に
な
る
と
試
算
。

本
市
は
所
得
制
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
助
成

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
新
子
育
て
交

付
金
制
度
を
受
け
て
子
育
て
支
援
施
策
の
メ

ニ
ュ
ー
案
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
。

●
要
望　

羽
曳
野
市
と
し
て
は
所
得
制
限
を

設
け
る
こ
と
な
く
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
。

近
隣
に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
お
く
れ
を
と
っ
て

い
る
の
も
現
状
。
新
子
育
て
交
付
金
を
活
用

し
、
一
年
間
で
も
長
く
通
院
医
療
費
を
拡
充

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
新
電
力
導
入
に
つ
い
て
》

●
質
問　

富
田
林
市
も
市
全
体
で
年
間
数

百
万
円
単
位
の
経
費
削
減
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

関
西
電
力
と
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
ま
で
の
長
期
特
約
つ
き
の
契
約
を

結
ん
だ
と
こ
ろ
。
基
本
料
金
が
４
％
割
引
き

さ
れ
て
お
り
、
新
電
力
の
導
入
等
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

●
要
望　

平
成
28
年
度
ま
で
の
契
約
終
了
と

と
も
に
、
電
力
料
金
の
変
動
を
踏
ま
え
、
経

費
削
減
を
行
う
た
め
検
討
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

《
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　

平
成
27
年
４
月
の
介
護
保
険
改
定

に
向
け
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進

捗
状
況
。
要
支
援
１
、２
の
方
々
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
が
、
今
後
行
わ
れ

る
地
域
支
援
事
業
は
。

●
答
弁　

推
進
協
議
会
に
お
い
て
計
画
の
全

体
像
を
ご
提
示
。
今
後
の
地
域
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
内

容
が
低
下
し
な
い
こ
と
を
重
点
的
に
検
討
。

引
き
続
き
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
が
必
要

な
方
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
受
け
ら
れ
る
形

で
制
度
設
計
。

●
要
望　

各
市
町
村
の
裁
量
に
よ
り
、
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
高
齢
者
の
方
へ

の
待
遇
に
大
き
な
差
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
。
介
護
事
業
所
は
一
人
一
人
の
ご
利
用
者

様
の
身
体
状
況
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
目
標
設

定
を
行
い
、
結
果
を
出
し
て
き
た
。
新
総
合

事
業
と
し
て
、
一
人
一
人
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
メ
ニ
ュ
ー
設
定
や
目
標
設
定
を
行
え
る
運

動
に
特
化
し
た
も
の
が
必
要
。
ま
た
、
清
潔

を
保
ち
、
栄
養
状
態
を
維
持
す
る
。
事
業
所

と
の
連
携
も
図
り
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
た

全
国
に
も
誇
れ
る
よ
う
な
新
総
合
事
業
を
創

設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　

日
本
共
産
党
は
毎
年
、
市
長
と
教

育
長
に
予
算
要
望
書
を
提
出
。
地
方
自
治
体

本
来
の
仕
事
で
あ
る
住
民
の
安
全
・
健
康
・

福
祉
を
最
優
先
に
、
公
正
で
民
主
的
な
市
政

運
営
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
来
年
度
の

主
な
事
業
の
特
徴
、
財
政
健
全
化
等
を
質
問
。

●
答
弁　

次
期
議
会
に
平
成
27
年
度
の
主
要

事
業
を
示
す
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

が
発
揮
さ
れ
る
事
業
選
択
を
行
う
。
無
駄
な

事
業
は
無
い
。
同
和
対
策
事
業
は
終
了
し
一

般
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
市
長　

地
方
公
共
団
体
の
基
本
的
な
役
割

と
し
て
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
は

市
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

介
護
保
険
制
度
や
子
ど
も
・
子
育

て
の
新
た
な
国
の
制
度
の
も
と
で
、
国
の
制

度
の
改
悪
持
ち
込
み
に
は
市
が
防
波
堤
と
な

っ
て
防
ぎ
、
市
民
の
福
祉
や
教
育
の
充
実
が

で
き
る
予
算
編
成
を
要
望
す
る
。

《
介
護
保
険
制
度
の
第
6
期
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　

要
支
援
１
・
２
の
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
合
計
千
人
を
超
え
る

人
た
ち
が
来
年
4
月
か
ら
保
険
給
付
か
ら
外

さ
れ
る
こ
と
が
最
大
の
問
題
。
計
画
の
特
徴

点
や
総
合
事
業
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

第
6
期
介
護
保
険
料
の
基
準
額
試
算
値
は
、

羽
曳
野
市
は
、
月
額
６
，
４
６
７
円
、
年
間

７
万
７
，
６
０
４
円
、
11
年
先
の
保
険
料
は

月
額
９
，
６
４
８
円
、
年
間
10
万
円
を
超
え

11
万
５
，
７
７
６
円
に
な
る
と
厚
生
労
働
省

に
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
事

な
の
か
。
基
盤
整
備
は
施
設
を
増
や
す
計
画

は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

第
６
期
計
画
の
特
徴
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
認
知
症
施
策
の

推
進
。
２
，
０
２
５
年
ま
で
の
中
長
期
的
な

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
と
３
カ
年
の

方
針
を
策
定
す
る
。
新
し
い
総
合
事
業
は
、

平
成
28
年
度
に
開
始
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
、
開
始
ま
で
は
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
。

介
護
保
険
料
の
額
は
、
現
在
提
供
さ
れ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
を
こ
の
ま
ま
延
長
し
た
場
合
の

推
定
結
果
で
参
考
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

●
市
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
必

要
に
応
じ
て
新
し
く
職
員
も
採
用
し
、
施
設

の
充
実
も
図
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

●
要
望　

今
の
制
度
を
維
持
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
一
般
財
源
の
繰
り
入
れ
を
し
て
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、
基
盤

整
備
の
充
実
と
と
も
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
を
増
や
す
事
を
強
く
要
望
す

る
。

《
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
阪
都
構
想
は
、
大
阪
市
を
無
く

し
て
、
そ
の
権
限
、
財
源
を
一
人
の
リ
ー
ダ

ー
の
手
に
ゆ
だ
ね
、
大
型
開
発
な
ど
を
す
る

構
想
で
、
二
重
行
政
の
解
消
は
財
産
と
と
も

に
自
治
体
の
公
的
責
任
も
投
げ
捨
て
ら
れ

る
。
大
阪
府
議
会
・
大
阪
市
議
会
と
も
過
半

数
で
大
阪
都
構
想
の
協
定
書
を
無
効
と
す
る

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
大
阪
都
構
想
と
議
会

制
民
主
主
義
を
否
定
す
る
進
め
方
に
つ
い
て

質
問
。

●
答
弁　

二
重
行
政
の
解
消
を
目
指
す
議
論

を
尽
く
す
こ
と
は
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。

●
市
長　

大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
は
何
ら
興

味
を
持
っ
て
い
な
い
。
二
重
行
政
を
解
消
し

て
い
く
の
は
い
い
の
で
は
な
い
か
。

●
意
見　

大
阪
都
構
想
と
二
重
行
政
は
一

体
。
大
阪
都
構
想
に
準
ず
る
施
策
の
展
開
と

し
て
羽
曳
野
市
で
も
沢
山
の
福
祉
や
教
育
が

切
り
捨
て
ら
れ
て
き
て
い
る
。
キ
ッ
パ
リ
と

し
た
態
度
を
こ
の
機
会
に
示
す
べ
き
で
あ

る
。

5
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
消
費
者
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
消
費
者
白
書
の
内
容
と
羽
曳
野

市
の
現
状
課
題
と
対
策
②
消
費
者
教
育
推
進

法
の
目
的
と
意
義
に
対
す
る
市
の
所
感
③
学

校
に
お
け
る
消
費
に
関
す
る
教
育
指
導

●
答
弁　

①
2
0
1
3
年
度
の
消
費
生
活
相

談
件
数
で
は
、
９
年
ぶ
り
に
増
加
。
又
、
食

を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
事
か
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題
、

冷
凍
食
品
へ
の
農
薬
混
入
事
案
、
健
康
食
品

送
り
つ
け
商
法
等
の
食
料
品
に
関
す
る
相
談

件
数
が
、
2
0
1
0
年
度
と
比
較
し
て
約
２

倍
と
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
や
携

帯
電
話
等
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
・
解
約

に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

の
問
題
、
未
成
年
者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
へ
の
高
額
課
金
の
相
談
等
の
件
数
が
、

2
0
0
9
年
度
と
比
較
し
て
約
1.7
倍
へ
と
増

加
し
た
事
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
平
成
25

年
度
に
本
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
新
規
の
相
談
件
数
は
3
8
9
件
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
約
12
％
増
加
。
情
報
通
信

に
関
す
る
相
談
件
数
が
一
番
多
く
、
2
番
目

は
新
聞
解
約
ト
ラ
ブ
ル
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
補
償
ト
ラ
ブ
ル
等
の
教
養
、
娯
楽
に
関
す

る
相
談
。
3
番
目
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
建
物
改
築
に
関
す
る
契
約
問
題
な
ど
の
土

地
・
建
物
・
工
事
に
関
す
る
相
談
と
続
い
て

い
る
。
高
齢
者
か
ら
の
相
談
件
数
は
、
全
体

の
30
％
を
占
め
て
、
そ
の
内
容
は
、
社
債
・

未
公
開
株
・
フ
ァ
ン
ド
型
投
資
商
品
等
の
金

融
ト
ラ
ブ
ル
や
外
貨
建
て
の
リ
ス
ク
の
大
き

い
生
命
保
険
の
相
談
が
増
加
。
そ
の
特
徴
は

契
約
内
容
を
十
分
に
理
解
出
来
て
い
な
い
状

態
で
契
約
に
至
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
対
策

は
、
公
募
に
よ
り
大
阪
府
の
消
費
相
談
養
成

講
座
を
受
講
し
た
方
に
、
暮
ら
し
の
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
と
し
て
地
域
の
自
治
会
や
老
人
会
の

集
ま
り
に
出
向
き
、
悪
質
商
法
に
よ
る
、
騙

し
の
手
口
や
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
解
り
や

す
く
情
報
提
供
し
、
平
成
25
年
度
は
公
民
館

等
で
5
回
開
催
。
市
広
報
に
消
費
生
活
Ｑ
＆

Ａ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
相
談
件
数
が
多
い

事
例
等
の
紹
介
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
等

の
解
説
等
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓

発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
近
畿
財

務
局
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
さ
れ

て
い
る
出
前
講
座
等
も
検
討
し
て
い
く
。
②

消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
は
、
消

費
者
保
護
の
観
点
か
ら
有
効
な
施
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
成
人
式
で
消
費
啓
発
カ

レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
公
共
施

設
に
配
架
。
年
齢
や
場
所
に
応
じ
て
消
費
者

教
育
と
被
害
防
止
に
努
め
て
い
る
。
今
後
と

も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
消

費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
③
小
・

中
学
校
で
の
、
消
費
等
に
関
す
る
教
育
の
取

り
組
み
は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
小

学
校
家
庭
科
の
授
業
、
中
学
校
で
は
、
社
会

科
の
公
民
的
分
野
、
技
術
家
庭
科
の
家
庭
科

に
お
い
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
家
庭
生
活
と

消
費
に
つ
い
て
、
自
分
や
家
族
の
消
費
生
活

に
関
心
を
持
た
せ
、
消
費
者
の
基
本
的
な
権

利
と
責
任
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
事
。
販
売

方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
知
り
、
生
活
に
必
要

な
物
資
、
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
選
択
、
購
入

及
び
活
用
出
来
る
事
を
目
的
に
授
業
を
展
開

し
て
い
る
。

●
要
望　

当
市
に
お
い
て
も
相
談
件
数
も
増

え
て
お
り
、
消
費
者
教
育
の
推
進
計
画
策
定

を
初
め
、
消
費
者
教
育
の
充
実
に
積
極
的
な

取
り
組
み
を
要
望
。

田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

入
園
募
集
が
始
ま
る
12
月
に
な
っ

て
も
詳
細
が
決
ま
ら
ず
、
財
源
も
不
透
明
。

場
当
た
り
制
度
設
計
の
ツ
ケ
が
自
治
体
や
市

民
、
事
業
者
に
回
さ
れ
、
４
月
か
ら
子
供
を

預
け
よ
う
と
し
て
い
る
親
御
さ
ん
、
預
か
る

立
場
の
事
業
者
も
深
刻
な
不
安
に
さ
い
な
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
ま
た
新
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
入
園
を
諦
め
て
い
た
潜
在
的
待
機
児
童
家

族
が
新
し
く
入
園
を
希
望
し
、
か
え
っ
て
受

け
入
れ
限
度
を
超
え
、
待
機
児
童
が
増
加
す

る
こ
と
を
危
惧
す
る
が
ど
う
か
。
ま
た
前
回

質
問
し
た
学
童
保
育
の
対
象
を
小
学
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
引
き
上
げ
は
、
取
り
や

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
確
認
す
る
。

●
答
弁　

国
の
予
算
編
成
過
程
を
注
視
し
、

４
月
の
新
制
度
に
向
け
国
、
自
治
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
き
っ
ち
り
と
果
た
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。
入
園
希
望
者
が
増
加
す
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
入
園
申
し

込
み
受
け
付
け
の
最
中
な
の
で
ま
ず
は
状
況

等
を
見
き
わ
め
た
い
。
学
童
保
育
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
運
営
費
等
に
国
３
分
の
１
、

府
３
分
の
１
の
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
た
い
。

●
要
望　

大
改
革
と
称
し
て
国
が
消
費
税
増

税
分
を
子
育
て
環
境
に
充
て
る
と
言
う
の
な

ら
、
幼
保
保
育
料
全
国
一
律
無
償
化
ま
で
踏

み
込
む
べ
き
。
そ
れ
が
政
治
力
で
は
な
い
か
。

今
回
の
制
度
施
行
前
の
ド
タ
バ
タ
は
現
場
軽

視
の
政
府
の
失
策
。
中
央
集
権
の
限
界
を
感

じ
る
。
地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
多
様
な
税

の
使
い
道
の
あ
り
方
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
た
。
就
学
前
児
童
の
教
育
は
大

変
重
要
。
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
「
い
し
ず
え
」
が
で
き
る
大
切
な
時
期

の
お
子
様
を
預
か
る
責
任
を
行
政
と
し
て
深

く
認
識
し
、
子
供
た
ち
の
た
め
の
新
制
度
と

な
る
こ
と
を
強
く
願
う
。

《
観
光
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

歴
史
文
化
都
市
に
恥
じ
な
い
観
光

施
策
は
市
民
が
様
々
な
試
み
を
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
行
政
に
は
全
く
欠
け
て
い
る
。

文
化
観
光
施
策
の
強
化
を
強
く
求
め
る
。

●
答
弁　

今
後
は
、
大
学
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
次
期
総
合

基
本
計
画
の
中
に
お
い
て
も
都
市
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

京
都
・
奈
良
よ
り
古
い
時
代
、
人
々

が
ど
ん
な
営
み
を
し
て
い
た
か
を
探
求
す

る
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
旅
は
間
違
い

な
く
羽
曳
野
観
光
の
財
産
。
そ
れ
を
私
は
こ

れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
確
信

し
て
い
る
。
当
市
を
舞
台
に
し
た
紀
行
「
街

道
を
行
く
」
司
馬
遼
太
郎
氏
、
小
説
「
風
の

王
国
」
五
木
寛
之
氏
。
ま
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

白
鳥
伝
説
は
映
画
、
歌
舞
伎
、
オ
ペ
ラ
化
さ

れ
、
ア
ニ
メ
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
作
画

監
督
、
安
彦
良
和
氏
に
よ
り
漫
画
化
も
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
は
私
た
ち
が
住
む
羽

曳
野
市
の
歴
史
的
資
産
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
新
し
い

物
語
の
創
作
に
よ
り
、
当
市
の
歴
史
文
化
観

光
の
可
能
性
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
。
来

年
は
人
が
紡
ぐ
物
語
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

文
化
芸
術
に
ね
ざ
し
た
歴
史
観
光
都
市
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
形
成
に
向
け
て
の
活
動
を
要
望

す
る
。
ま
た
積
極
的
に
観
光
協
会
を
活
用
す

べ
き
。
来
年
度
、
観
光
協
会
活
動
助
成
金
の

計
上
を
市
に
強
く
要
望
す
る
。
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一
般
質
問

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
》

●
質
問　

2
0
2
5
年
を
見
据
え
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
作
る
事

が
極
め
て
重
要
な
課
題
。
重
要
な
点
が
大
き

く
２
点
、
１
点
目
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
継
続
す
る
為
の
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
。
２
点
目
が
元
気
な
高
齢
者
は
、
要
介

護
に
な
ら
な
い
為
の
生
き
が
い
作
り
や
社
会

参
加
の
促
進
、
介
護
予
防
に
繋
が
る
諸
施
策

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
高
齢
者
自

身
の
介
護
予
防
の
為
に
地
域
貢
献
を
し
な
が

ら
介
護
予
防
に
繋
が
る
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
対
す
る
市
の
考
え
を

質
問
す
る
。

●
答
弁　

各
地
域
で
サ
ロ
ン
や
カ
フ
ェ
等
、

高
齢
者
が
集
う
場
が
創
設
。
パ
ソ
コ
ン
教
室

や
手
芸
教
室
、
会
食
会
等
校
区
婦
人
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
等
が
中
心
と
な
り
様
々
な
活
動
に

取
り
組
み
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
福
祉

担
当
課
と
も
連
携
し
取
り
組
み
を
支
援
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
介
護
保
険
施
設

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
、
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
ご

み
出
し
等
在
宅
高
齢
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
対
象
と
す
る
等
共
助
も
含
め
た
支
え
合

い
の
制
度
と
し
活
用
を
検
討
。
又
ポ
イ
ン
ト

の
還
元
方
法
と
し
て
市
の
特
産
品
や
観
光
や

産
業
と
の
連
携
も
含
め
幅
広
く
検
討
を
考
え

て
い
る
。

●
要
望　

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
素
地
が
で
き
上
が
っ
て
い
る
と
確

信
。
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
導

入
質
問
と
要
望
を
し
た
の
が
平
成
23
年
。
い
よ

い
よ
事
業
化
が
検
討
さ
れ
る
処
ま
で
来
た
事
に

感
謝
。
来
年
度
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

が
実
施
を
さ
れ
住
み
慣
れ
た
家
、
地
域
、
人
と

の
繋
が
り
は
、
共
助
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
最
た
る
取
り

組
み
で
あ
り
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
事
業

が
ス
タ
ー
ト
す
る
事
を
要
望
。

《
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

保
育
料
な
ど
利
用
者
が
最
も
重
要

と
考
え
る
項
目
が
審
議
さ
れ
る
が
、
幼
稚
園
、

保
育
園
の
両
園
に
重
な
っ
て
４
点
質
問
①
新
制

度
に
お
け
る
保
育
料
の
算
出
基
準
②
現
行
の
保

育
料
の
階
層
区
分
に
つ
い
て
③
所
得
税
区
分
か

ら
住
民
税
に
変
わ
る
事
で
の
影
響
は
④
平
成
29

年
３
月
末
ま
で
の
経
過
措
置
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
措
置
を
と
る
の
か
を
質
問
。

●
答
弁　

①
新
制
度
に
於
け
る
保
育
料
は
国

が
定
め
る
上
限
額
の
範
囲
で
市
町
村
が
定
め

る
。
②
市
と
し
て
引
き
続
き
従
前
通
り
細
か

な
18
階
層
を
予
定
し
て
い
る
。
③
モ
デ
ル
園

を
設
定
し
、
保
育
料
が
現
行
と
比
較
し
て
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
か
試
算
中
④
29
年
度
ま

で
の
激
変
緩
和
策
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に

上
程
の
条
例
の
附
則
、
経
過
措
置
に
お
い
て
、

公
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
の
経
過
措
置
を
予
定
し
て
い
る
。

●
要
望　

新
制
度
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

良
い
処
を
一
つ
に
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
を

図
る
。
待
機
児
童
を
減
ら
す
。
子
育
て
し
易

い
働
き
易
い
社
会
環
境
を
作
る
。
幼
児
期
の

子
育
て
支
援
の
充
実
と
質
の
向
上
が
ポ
イ
ン

ト
。
そ
し
て
平
成
29
年
度
ま
で
の
激
変
に
対

し
て
の
緩
和
措
置
を
し
っ
か
り
取
る
事
を
強

く
要
望
。

嶋
田　

丘
（
日
本
共
産
党
）

《
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
て
》

●
質
問　

教
職
員
の
多
忙
化
が
と
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
が
羽
曳
野
市
の
実
態
と
そ
の
影
響

や
多
忙
化
解
消
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
ま

た
、
多
忙
化
解
消
の
方
策
と
し
て
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
外
部
委
託
化
が
う
ち
だ
さ
れ
た
が
、

教
育
的
観
点
か
ら
み
て
ど
う
か
。

●
答
弁　

支
援
を
要
す
る
児
童
、
生
徒
の
増

加
や
多
様
化
す
る
保
護
者
要
望
等
の
対
応
で

授
業
の
準
備
な
ど
が
遅
く
な
っ
て
い
る
の
は

否
め
な
い
。
個
人
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

学
校
全
体
で
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
外
部
委
託
を
実
施
す
る
に

は
、
指
導
は
学
校
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て

い
る
た
め
、
活
動
の
在
り
方
や
内
容
の
検
討

及
び
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

●
質
問　

多
忙
化
で
日
常
の
教
育
活
動
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

多
忙
化
解
消
対
策
は
ど
う
か
。
解
消
に
は
人

的
配
置
に
勝
る
も
の
は
な
い
が
そ
の
考
え

は
。
ク
ラ
ブ
活
動
外
部
委
託
化
は
教
師
と
生

徒
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
を
招
く
の
で
は
。

●
答
弁　

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
把
握

や
、
業
務
内
容
の
把
握
を
行
な
っ
て
い
る
。

人
的
配
置
は
、
必
要
に
応
じ
て
考
え
て
い
き

た
い
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
外
部
委
託
は
、
管
理

責
任
の
問
題
や
、
制
度
上
の
課
題
も
あ
り
、

根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

《
府
教
育
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
発
言
に
つ
い
て
》

●
質
問　

府
教
委
教
育
長
が
女
性
の
教
育
委

員
に
「
誰
の
お
か
げ
で
教
育
委
員
で
い
ら
れ

る
の
か
。
罷
免
要
求
を
出
し
ま
す
よ
」
と
恫

喝
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
へ

の
市
教
育
委
員
会
の
見
解
と
対
応
は
。

●
答
弁　

こ
の
こ
と
は
、
大
阪
府
教
育
委
員

会
の
案
件
で
あ
り
、
新
聞
報
道
に
よ
る
情
報

し
か
な
い
た
め
、
答
弁
で
き
る
内
容
で
は
な

い
。

●
質
問　

命
令
や
強
制
、
恫
喝
を
も
っ
て
教

師
や
子
ど
も
た
ち
を
強
権
的
に
服
従
さ
せ
る

こ
と
が
教
育
と
言
え
る
の
か
。
一
般
論
と
し

て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

恫
喝
の
意
味
は
、
人
を
脅
し
て
恐

れ
さ
せ
る
こ
と
。
職
員
間
、
教
員
と
子
ど
も

の
関
係
の
中
で
、
恫
喝
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
指

導
、
支
援
、
助
言
が
信
頼
関
係
の
構
築
に
と

っ
て
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
質
問　

府
教
育
長
の
発
言
は
、
教
育
者
と

し
て
の
適
格
性
を
欠
く
も
の
。
教
育
長
の
考

え
は
。

●
答
弁　

教
育
長
と
し
て
答
弁
で
き
る
内
容

で
は
な
い
。
た
だ
、
府
教
育
委
員
会
が
ス
ム

ー
ズ
な
運
営
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

市
町
村
の
教
育
長
も
望
ん
で
い
る
。

●
意
見　

教
育
は
命
令
や
強
制
、
恫
喝
の
中

で
行
う
も
の
で
は
な
い
。
お
互
い
を
尊
重
し

あ
う
中
で
営
ま
れ
る
も
の
。
独
り
よ
が
り
の

教
育
改
革
は
子
ど
も
に
不
幸
を
も
た
ら
す
。

教
育
委
員
会
は
、
こ
の
問
題
か
ら
逃
げ
ず
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
う
べ
き
で
あ
る
。

《
羽
曳
野
市
名
木
１
０
０
選
を
》

●
質
問　

日
本
１
０
０
名
山
と
い
う
の
が
あ

る
が
、
羽
曳
野
市
１
０
０
名
木
を
指
定
し
、

観
光
施
策
に
生
か
し
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

名
木
１
０
０
選
と
銘
打
つ
こ
と
に

よ
り
、
身
近
な
樹
木
へ
の
関
心
が
深
ま
る
こ

と
や
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
し

て
い
く
と
い
う
環
境
づ
く
り
か
ら
、
大
変
意

義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

名
木
を
指
定
す
る
こ
と
に
は
意
義

が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
を
。
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議案番号 件　　　名 結　果
報告 34 専決処分の報告について（平成 26 年度羽曳野市一般会計補正予算（第３号）） 承認
議案 59
    　60
    　61
    　62
       63
       64
       65
       66
       67
       68
       69
       70
       71
       72
       73
       74
       75
       76
       77
       78       

羽曳野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の制定について
羽曳野市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市情報公開条例及び羽曳野市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市老人の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
平成 26 年度羽曳野市一般会計補正予算（第４号）
平成 26 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成 26 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第２号）
平成 26 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成 26 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成 26 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第２号）
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
平成 26 年度羽曳野市一般会計補正予算 ( 第５号 )
平成 26 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第３号 )
平成 26 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算 ( 第３号 )
平成 26 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算 ( 第３号 )
平成 26 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第３号 )
平成 26 年度羽曳野市水道事業会計補正予算 ( 第３号 )

原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

意見書 8 福祉・保育職員の処遇改善と人材確保に関する意見書 即日原案可決
選挙    4 羽曳野市選挙管理委員及び補充員の選挙について 選出

☆第 4 回定例会で審議された案件と議決結果

平
成
27
年
第
1
回
定
例
会
日
程

　

第
1
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。
開
議
時
間
は
、
10
時
か
ら
で
す
。

2
月
18
日
㈬�

議
会
運
営
委
員
会

2
月
24
日
㈫�

本
会
議
（
提
案
説
明
・
施
政
方
針
表
明
）

2
月
28
日
㈯�

本
会
議
（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

3
月
4
日
㈬�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

3
月
5
日
㈭�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

3
月
6
日
㈮�

予
備
日

3
月
9
日
㈪�

本
会
議
（
議
案
審
議
）

3
月
11
日
㈬�

総
務
文
教
常
任
委
員
会

3
月
12
日
㈭�

総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

3
月
16
日
㈪�

民
生
産
業
常
任
委
員
会

3
月
18
日
㈬�

民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日
（
午
後
）

3
月
20
日
㈮�

建
設
企
業
常
任
委
員
会

3
月
26
日
㈭�

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
、
一

部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
　

委
員
長　

林　

義
和

　
　
　
　
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を

受
け
た
３
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

◎
主
な
質
疑
は

・
現
時
点
で
は
政
令
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
利
用
者
負
担
額
が
定
め
ら
れ
な
い

な
か
で
、
何
故
今
定
例
会
で
審
議
す
る

の
か
。

・
公
立
幼
稚
園
の
利
用
者
負
担
額
が
増

え
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
緩
和
措
置
等

に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
保
護
者
に
関
心
の
高

い
利
用
者
負
担
額
を
示
し
て
審
議
す
べ

き
な
ど
と
し
て
反
対
す
る
者
２
名
、
一

方
、
４
月
か
ら
の
円
滑
な
ス
タ
ー
ト
に

必
要
な
条
例
で
あ
り
、
国
の
動
向
を
注

�

定
例
会
の
あ
ゆ
み

　

11
月
26
日
㈭
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

　

12
月
１
日
㈪
○
本
会
議
第
１
日
目

　
　
　
　
　
　

・
議
案
審
議

　

12
月
9
日
㈫
○
本
会
議
第
２
日
目

　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

　

12
月
10
日
㈬
○
本
会
議
第
３
日
目

　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

　

12
月
12
日
㈮
○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

　

12
月
16
日
㈫
○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

・
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　

12
月
22
日
㈪
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

○
本
会
議
第
４
日
目

　
　
　
　
　
　

・
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　

・
追
加
議
案
審
議
等

　
　
　
　
　
　

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

☆議案に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案の賛否 )　　　　　　「○」は賛成　「×」は反対

議案番号 結　果

市民クラブ 日本共産党 公明党 大阪維新の会 自由民主党
議員団

羽曳野
無所属の会

花
川　

雅
昭

金
銅　

宏
親

樽
井
佳
代
子

吉
田　

恭
輔

広
瀬　

公
代

嶋
田　
　

丘

笹
井
喜
世
子

若
林　

信
一

外
園　

康
裕

笠
原
由
美
子

通
堂　

義
弘

田
仲　

基
一

日
和
千
賀
子

上
薮　

弘
治

松
村　

尚
子

松
井　

康
夫

今
井　

利
三

林　
　

義
和

議案　59 原  案  可  決 － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（花川雅昭）は議長職のため採決には加わらず。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

視
し
て
、
着
実
に
事
業
を
進
め
る
よ
う

要
望
し
、
賛
成
と
す
る
者
３
名
の
、
賛

成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

審
査
の
結
果
、
窓
口
の
利
便
性
に
主

眼
を
置
く
こ
と
を
要
望
し
、
全
員
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
平
成
26
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）】

◎
主
な
質
疑
は

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
改
修
内

容
に
つ
い
て

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
使
途
と
繰

入
後
の
見
込
額
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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平
成
26
年
第
4
回
定
例
会
報
告

　
　

一
般
質
問
・
委
員
会
報
告
等

　

平
成
26
年
第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
1
日
か
ら
12
月
22
日

ま
で
22
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別

会
計
の
補
正
予
算
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

う
、
羽
曳
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
羽
曳

野
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
20
件

の
議
案
、
福
祉
・
保
育
職
員
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
に
関

す
る
意
見
書
1
件
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
1
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
の
審
議
結
果
と
10
名
の
議
員
に
よ
る
一

般
質
問
の
内
容
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
等

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp/17gikai/index.html
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第
4
回
定
例
会

1

編集委員会より
　今号の市議会だよりは、平成 26 年第４回定例会

の模様をお伝えします。市議会のホームページでは

「声の市議会だより」として、掲載した内容を音声

でお聴きいただけるようになっています。

  また、平成 27 年第１回定例会では上記のご案内

のとおり、土曜議会も開催いたします。市民の皆さ

まの傍聴をお待ちしております。

　２月を迎え、寒さもこれからが本番です。ご自愛

くださいますよう議員一同お祈り申し上げます。

《市議会だより編集委員会》

　　松村　尚子　 　嶋田　丘　　外園　康裕
　　日和　千賀子　 林　義和　　金銅　宏親
　　樽井　佳代子

写真提供：羽曳野写真連盟（食とみどり技術センターにて）

　

土
曜
議
会
開
催 

２
月
28
日�

㈯�

午
前
10
時
か
ら�

　

市
議
会
で
は
、
皆
さ
ま
に
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
第
２
日
目
に
﹁
土
曜
議
会
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
に
よ
る
質
疑
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　




